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中
村
孝
義
学
長
特
別
講
義
は
１２
月
１

日
、
Ｂ
号
館
４
０
２
教
室
で
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
作
曲
家
・
音
楽
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
―
で
大
阪
電
気
通
信
大
学
准
教

授
の
山
路
敦
司
氏
。
テ
ー
マ
は
「
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
音
楽
教
育
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・

商
業
音
楽
の
接
点
と
は
」
。�

山
路
氏
は
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
修

士
課
程（
作
曲
）を
修
了
。
第
６１
回（
９２

年
）
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
作
曲
部
門

（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）入
選
、
文
化
庁
舞
台

芸
術
創
作
奨
励

賞
な
ど
を
受
賞
。

米
国
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
大
学
音

楽
学
部
Ｃ
Ｃ
Ｒ

Ｍ
Ａ
客
員
研
究

員
を
務
め
、
音

響
工
学
を
用
い

た
電
子
音
楽
を
研
究
。
商
業
音
楽
の
分

野
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。�

山
路
氏
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
他
の
音
楽

を
分
け
な
い
で
、
同
じ
目
線
で
見
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
前
置
き
し
、
ま
ず
自

己
紹
介
。
そ
し
て
、
な
ぜ
音
楽
を
や
る

の
か
、
音
楽
家
に
な
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
、
音
楽
家
と
し
て
将
来
、

何
を
す
べ
き
か
―
―
の
４
点
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
。�

山
路
氏
は
大
学
時
代
、
現
代
音
楽
に

物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
ア
レ
ン
ジ
の
仕

事
も
。
き
っ
か
け
は
友
達
の
紹
介
。
「
私

が
大
学
に
行
っ
て
良
か
っ
た
と
思
う
の

は
図
書
館
通
い
と
友
達
づ
く
り
で
人
間

的
な
つ
な
が
り
が
出
来
た
こ
と
で
す
」
。�

「
な
ぜ
音
楽
を
や
る
の
か
、
な
ぜ
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
る
こ
と
が
大
事
。
「
音

楽
家
を
支
え
る
の
は
情
熱
。
絶
対
や
る

と
い
う
強
い
気
持
ち
が
な
い
と

乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
」
「
受
験
勉
強
み
た
い
な
こ

と
を
一
生
続
け
ら
れ
る
の
か
、

覚
悟
を
決
め
る
。
生
活
の
つ
な

ぎ
と
し
て
運
転
免
許
を
取
る
こ

と
だ
」
と
先
生
に
言
わ
れ
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

ま
た
、
ポ
ッ
プ
ス
の
人
た
ち

は
世
に
出
る
た
め
に
、
ラ
イ
ヴ

を
や
り
、
ス
ト
リ
ー
ト
で
演
奏

し
て
い
る
の
を
例
に
上
げ
、「
圧

倒
的
な
力
、
表
現
力
、
存
在
感
が
な
い

と
人
は
付
い
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
人
に

魅
力
が
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
お
客
が

来
な
い
の
は
魅
力
が
な
い
か
ら
で
す
」�

 

で
は
、
魅
力
と
は
何
か
。
「
自
分
と

は
何
か
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
。

音
楽
家
に
な
る
に
は
自
分
を
知
る
こ
と

で
す
。
一
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、
も

う
一
人
の
自
分
が
い
る
と
い
う
視
点
に

立
ち
、
自
分
の
魅
力
は
何
か
と
考
え
る

こ
と
で
す
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。�

　
２
０
０
８
年
度
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

講
座
「
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
が
１２
月

１２
日
に
Ａ
号
館
３
０
３
教
室
な
ど
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
須
田
淳
・
野
村

證
券
な
ん
ば
支
店
長
ら
同
證
券
会
社
の

人
事
担
当
者
６
人
。
第
１
部
は
須
田
支

店
長
か
ら
企
業
が
求
め
る
人
材
像
な
ど

に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
第
２
部
は
実
戦

さ
な
が
ら
の
模
擬
面
接
。
第
一
印
象
を

よ
く
見
せ
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
し
た
大
学
、
短
大
生
１８
人
は
、
世
界

的
な
大
不
況
の
中
、
何
か
を
つ
か
み
取

ろ
う
と
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。�

　
第
１
部
「
面
接
必
勝
法
」
教
え
ま
す�

　
①
面
接
者
の
心
を
動
か
す
の
は
、
す

ば
ら
し
い
志
望
動
機
、
す
ば
ら
し
い
ス

ト
ー
リ
ー
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人

自
身
が
放
つ
「
オ
ー
ラ
」
で
あ
る
こ
と

を
、
ぜ
ひ
頭
の
中
に
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。�

　
②
面
接
者
を
好
き
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。
言
葉
や
志
望
動
機
に
頼
ら
ず
、
相

手
を
好
き
に
な
る
こ
と
。
す
べ
て
の
仕

事
に
通
じ
る
必
勝
法
で
す
。�

　
③
面
接
で
一
番
見
た
い
の
は
様
々
な

価
値
観
を
吸
収
で
き
る
「
素
直
さ
」
で

す
。
自
分
自
身
の
価
値
観
を
持
ち
な
が

ら
、
相
手
の
価
値
観
も
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
素
直
さ
や
吸
収
力
の
あ
る

人
は
社
会
に
出
て
も
必
ず
伸
び
る
こ
と

を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。�

　
第
２
部 

実
戦
形
式
の
「
模
擬
面
接
」�

　
１８
人
の
学
生
が
６
つ
の
班
に
分
か
れ

て
面
接
を
受
け
ま
し
た
。
面
接
時
間
は

１
人
１５
分
。
そ
ば
に
は
他
の
学
生
が
見

学
し
、
面
接
後
は
評
価
し
あ
い
ま
し
た
。

面
接
で
の
質
問
は
「
志
望
動
機
」「
自

己
ア
ピ
ー
ル
」「
入
社
し
て
何
を
し
た

い
の
か
」
な
ど
な
ど
。�

　
【
講
評
】
面
接
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
は
皆
さ
ん
、
す
ば
ら
し
い
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
た
だ
音
楽
関
係
以
外
の
一
般
企
業

を
本
気
で
志
望
さ
れ
る
な
ら
、
す
ば
ら

し
い
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
志
望
動
機

と
の
間
に
相
当
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ

と
を
覚
悟
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
志

望
動
機
を
き
っ
ち
り
組
み
立
て
て
自
分

自
身
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
同
調
し
て
、
相

当
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。�

音楽家支える情熱�

講
師  

作
曲
家
の
山
路
敦
司
氏�
学
長
特
別
講
義�

すばらしいパーソナリティー�
実

践

さ

な

が

ら�

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー�
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安
藝
榮
子
講
師
が
中
国
・
杭
州
師
範

大
学
付
属
音
楽
院
で
特
別
講
師
と
し
て

０８
年
９
月
３
日
か
ら
１７
日
ま
で
公
開
講

義
と
レ
ッ
ス
ン
を
し
ま
し
た
。
以
下
は

安
藝
講
師
の
音
楽
院
体
験
報
告
で
す
。�

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×�

　
関
西
国
際
空
港
か
ら
２
時
間
で
杭
州

空
港
へ
。
街
の
中
心
に
あ
る
本
校
か
ら

車
で
１
時
間
、
「
白
蛇
伝
」
で
知
ら
れ

る
西
湖
の
畔
に
あ
る
音
楽
院
に
到
着
。

杭
州
師
範
大
学
は
１
９
０
８
年
建
学
の

歴
史
を
持
ち
、
付
属
音
楽
院
は
そ
の
音

楽
学
部
に
あ
た
り
ま
す
。
２
０
０
６
年

に
こ
の
学
院
で
開
催
さ
れ
た
中
国
音
楽

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
「
成
年
声
楽
専
業

の
部
特
等
賞
」
と
「
最
佳
中
国
作
品
表

現
賞
」
を
頂
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

今
回
の
オ
フ
ァ
ー
と
な
り
ま
し
た
。�

　
私
の
仕
事
は
滞
在
２
週
間
の
間
に
公

開
授
業
１
回
、
レ
ッ
ス
ン
を
随
時
し
て

最
後
の
日
に
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

を
音
楽
院
内
の
大
劇
場
（
７
０
０
人
収

容
の
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
で
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
開
催
す
る
こ
と
で
す
。
音
楽
院

の
時
間
割
は
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で
４５
分
授
業
７
時
間
。
私
は
時

間
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
前
中
２
時
間
半
、
午
後
は
３
時

間
レ
ッ
ス
ン
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。�

　
受
講
者
は
大
学
３
、
４
年

生
、
大
学
院
生
、
若
手
講
師

の
方
々
。
大
学
は
新
学
期
で

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が
い
っ
ぱ

い
。
私
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
気
持
ち
よ
く
授
業
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。�

　
た
だ
困
っ
た
こ
と
に
、
通
訳
は
レ
ク

チ
ャ
ー
（
公
開
授
業
）
の
日
だ
け
。
毎

日
の
レ
ッ
ス
ン
は
中
国
語
、
英
語
、
イ

タ
リ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。
大
得
意
の
日
本
語
は
全
く
通
じ

ま
せ
ん
。
食
堂
で
も
、
お
い
し
い
中
国

料
理
な
の
に
言
葉
で
苦
労
し
ま
し
た
。�

　
公
開
授
業
の
内
容
は
「
声
の
三
要
素
」

で
あ
る
呼
吸
・
発
声
・
共
鳴
の
解
説
と
、

声
楽
家
と
し
て
実
践
で
知
り
得
た
感
覚

を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
学
生
が
「
分
か

っ
た
」「
こ
の
感
じ
」「
あ
り
が
と
う
」
と

目
を
輝
か
せ
る
瞬
間
が
素
晴
ら
し
い
記

憶
と
し
て
今
も
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。�

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
は
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
中
心
に
構
成
。
「
魔

笛
」
第
１
幕
（
素
晴
ら
し
い
若
手
講
師

陣
の
侍
女
３
重
唱
）
か
ら
始
ま
り
「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
」
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
演
技
付
き
）

や
ソ
ロ
。
最
後
は
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
ア
リ

ア
―
国
際
級
の
バ
ス
（
教
授
）
で
締
め

く
く
り
大
成
功
で
し
た
。�

　
音
楽
院
院
長
田
氏
、
副
院
長
で
声
楽

科
主
任
楊
氏
は
じ
め
教
授
陣
が
と
て
も

喜
ん
で
く
れ
、｢

ま
た
教
え
に
来
て
欲

し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ザ
ラ

ス
ト
ロ
を
歌
っ
た
教
授
は
授
業
２
日
目

に
「
教
え
て
下
さ
い
」
と
来
ら
れ
、
私

の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
謙

虚
な
態
度
と
探
求
心
に
感
服
し
ま
し
た
。�

　
音
楽
、
声
楽
と
い
う
共
通
語
の
お
陰

で
「
ア
ン
イ
・
ラ
ウ
シ
（
安
藝
先
生
）」

と
呼
ば
れ
な
が
ら
、
私
も
ま
た
有
意
義

な
時
を
過
ご
せ
た
２
週
間
で
し
た
。�

���

　
本
山
秀
毅
教
授
（
副
学
長
）
が
１２
月

２１
日
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
放
映
さ
れ

た
「
題
名
の
な
い
音
楽
会
」
で
、
G
・

F
・
ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ
サ
イ
ヤ
」
の
聴

き
ど
こ
ろ
を
解
説
。
２６
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｂ
Ｓ
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
倶
楽
部
―
び
わ
湖

ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
歌
劇�

〝
デ
ィ
ド
ー
と
エ
ネ
ア
ス
〞
―
で
は
、

同
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
指
揮
し
ま
し

た
。�

　
「
題
名
の
な

い
音
楽
会
」
で

は
名
曲
百
選

と
し
て
０９
年

で
没
後
２
５

０
年
と
な
る

ヘ
ン
デ
ル
の
「
メ

サ
イ
ヤ
」
を

特
集
。
本
山
教

授
は
指
揮
者
の
佐
渡
裕
さ
ん
、
ヘ
ン
デ

ル
に
扮
し
た
作
曲
家
の
青
島
広
志
さ
ん

を
相
手
に
第
４４
番
「
ハ
レ
ル
ヤ
」
、
第

５３
番
「
ア
ー
メ
ン
」
な
ど
４
曲
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。�

　
本
山
教
授
は
ハ
レ
ル
ヤ
に
つ
い
て
「
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ラ

ス
で
神
へ
の
賛
美
が
沸
き
お
こ
る
と
い

う
手
法
を
使
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
。

ロ
ン
ド
ン
初
演
で
国
王
が
敬
意
を
評
し

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
ま
し
た
。�

メサイヤについて説明する本山教授�
＝中央＝ABCテレビから�

授
業
に
目
輝
か
せ
る
学
生�

「
教
え
て
」
と
教
授
も
受
講�

安藝講師が中国・音楽院体験記�音
楽
が
救
っ
た
言
葉
の
壁�

「
メ
サ
イ
ヤ
」の
聴
き
ど
こ
ろ�

本
山
教
授
が
テ
レ
ビ
で
解
説�
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◆オペラハウス公演のチケットのお申し込みは、鑑賞会員の方は電話で、その他の方および整理券ご希望の方は、はがきかFAXでコンサート・センターへ。
ホームページからもお申し込みいただけます。http://daion.ac.jp　上記の演奏会では乳幼児、未就学児童のご入場をお断りしております。�
　［大阪音楽大学コンサート・センター］〒５６１-８５５５ 豊中市庄内幸町１-１-８　1０６-６３３４-２２４２　FAX０６-６３３４-２１６４�

４月１８日（土）１４時　指定席�
一般３０００円　シルバー２０００円　高校生以下１０００円�

オープニング第一弾� オペラ・ガラ・コンサート�
指　揮　広上淳一�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団　�
合　唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
制作担当 ２部ナレーター　e橋浩子�
制作統括　本田耕一�
出　演　青木耕平　荒田祐子　石橋栄実　井上敏典�

老田裕子　尾崎比佐子　柏原保典�
木澤佐江子　木村孝夫　清原邦仁�
楠永陽子　小西潤子　小餅谷哲男�
清水光彦　周江平　新川和孝　田中勉�
田中友輝子　田中由也　田邉織恵�
並河寿美　西垣俊朗　萩原次己　晴雅彦�
福島紀子　福永修子　松岡重親　松岡剛宏�
松田昌恵　松本薫平　森孝裕�

３月５日（木）１８時３０分　�
入場料　５０００円　小・中・高校生　１０００円　指定席�
＊当初お知らせした自由席から指定席へ変更になりました。�

W.A.モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」 より�
　　　　　　　　　 「コジ・ファン・トゥッテ」 より�
　　　　　　　　　 「ドン・ジョヴァンニ」 より�
　　　　　　　　　 「魔笛」 より�

第１部　モーツァルト�
�

松村禎三：歌劇「沈黙」 より�
C.オルフ  ：歌劇「賢い女」 より�
鈴木英明：歌劇「鬼娘恋首引」 より�

第２部　２０世紀オペラ�

古典クラリネット　ロレンツォ・コッポラ�
ヴァイオリン　若松夏美　グーヤ・マルティニーニ�
ヴィオラ　成田　寛　チェロ　鈴木秀美�
　　W.A.モーツァルト：クラリネット五重奏曲�
　　C.M.v.ヴェーバー：クラリネット五重奏曲�

クラリネット五重奏コンサート�
「鈴木秀美と仲間たちによる珠玉の室内楽」�

６月１１日（木）１９時　自由席�
一般３０００円　大学生・シルバー２０００円　高校生以下１０００円�

指揮　小田野宏之�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
ピアノ　木村直美　西本由香　横田知子�

岸本雅美　岡原慎也�
W.A.モーツァルト：３台のピアノのための協奏曲　第７番　K.２４２�
　　　　　　　　　　　　　ピアノ協奏曲　第１４番　K.４４９�
　　　　　　　　　　　　　ピアノ協奏曲　第２７番　K.５９５�

モーツァルトピアノ協奏曲�
　　全曲演奏会　Vol.Ⅸ（最終回）�

７月１０日（金）１８時　７月１２日（日）１４時　指定席�
一般７０００円　シルバー６０００円　高校生以下３０００円�

指揮　児玉宏　演出　岩田達宗　�
制作担当　草野道広　制作統括　本田耕一�
イドメネオ　小餅谷哲男　イダマンテ　諏訪部匡司�
イーリア　石橋栄実　エレットラ　草野浩子�
声　周江平　他�
合唱　ザ･カレッジ・オペラハウス合唱団�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
�

第４３回オペラ公演　サマーオペラ�
W.A.モーツァルト「イドメネオ」（原語上演・字幕付）�

１１月６日（金）１９時　１１月８日（日）１４時　指定席�
一般７０００円　シルバー６０００円　高校生以下３０００円�
指揮　チャン・ユンスン　演出　岩田達宗　�
制作担当　e橋浩子　制作統括　本田耕一�
ジャンヌ・ダルク　石橋栄実　修道士ドミニク　川下登　�
マルグリート　田邉織恵　カトリーヌ　荒田祐子�
聖処女　中西麻貴　他�
合唱　ザ･カレッジ・オペラハウス合唱団�
　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
　 　オンド・マルトノ演奏　久保智美�
�

第４４回オペラ公演　２０世紀オペラ・シリーズ�
A.オネゲル「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�
　　　　　　　　　　　 （原語／フランス語・一部訳詞上演・字幕付）�

２０１０年３月７日（日）１４時　指定席�
一般５０００円　シルバー４０００円　高校生以下２０００円�
指揮　チャン・ユンスン　演出　籔川直子�
制作統括　本田耕一�
蝶々　並河寿美　スズキ　田中友輝子　�
ピンカートン　小餅谷哲男　シャープレス　田中勉�
ヤマドリ　澤井宏仁　ボンゾ　湯浅順信�
ゴロー　清原邦仁　他�
合唱　ザ･カレッジ・オペラハウス合唱団�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
�

ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団第４４回定期演奏会�

第１３回コンサート・オペラ�
G.プッチーニ「蝶々夫人」（演奏会形式　原語上演　字幕付）�

５月２３日（土）１８時　指定席�
一般３０００円　シルバー２０００円　高校生以下１０００円�

指揮　チャン・ユンスン�
管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
合唱指揮　里井宏次　合唱　ザ・カレッジ・オペラハウス合唱団�
クラリネット　パスカル・モラゲス�
ソプラノⅠ 石橋栄実　ソプラノⅡ 並河寿美　テノール 波多野均�
　　W.A.モーツァルト：クラリネット協奏曲　イ長調　K.622�
　　F.メンデルスゾーン・バルトルディ：交響曲カンタータ「賛歌」 作品52（交響曲第２番）�

ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
第４３回定期演奏会�

ザ・カレッジ・オペラハウス開館２０周年記念公演�

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
１０
周
年�
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学
生
有
志
と
卒
業
生
た
ち
に
よ
る
演

奏
会
形
式
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
」
１０
周
年
記
念
公
演
（
主
催
「
デ

ィ
ザ
ン
・
ド
・
フ
ラ
ム
」
音
楽
監
督
　

西
垣
俊
朗
）
が
、
３
月
１４

日
（
土
）
１８
時
か
ら
と
１５

日
（
日
）
１４
時
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
上
演
さ
れ

ま
す
。
９９
年
５
月
、
「
レ�

・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
に
感
動

し
た
学
生
た
ち
が
、
音
源

を
頼
り
に
一
か
ら
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
用
の
楽
譜
を
書
き
、

オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
で
の
自
主

公
演
を
成
し
遂
げ
て
以
来
、
そ
の
情
熱

の
火
は
受
け
継
が
れ
、
０３
年
、
０７
年
と

公
演
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。「
１０
周
年

を
記
念
し
て
先
輩
方
と
共
演
し
た
い
」
。

制
作
統
括
の
伊
藤
法
子
さ
ん
（
大
３
　

声
楽
）
ら
が
、
初
演
の
出
演
者
に
依
頼

し
ま
し
た
。
今
回
の
公
演
で
は
、
初
演

で
指
揮
・
編
曲
を
し
た
大
島
弥
州
夫
さ

ん
を
は
じ
め
多
数
の
初
演
メ
ン
バ
ー
が

参
加
。
キ
ャ
ス
ト
は
ジ
ャ
ン
・
バ
ル
ジ

ャ
ン
の
井
原
秀
人
さ
ん
、
田
中

由
也
准
教
授
、
テ
ナ
ル
デ
ィ
エ

の
西
原
大
介
さ
ん（B

IG
 B
E
L
L

）

が
初
演
キ
ャ
ス
ト
。
そ
の
ほ
か

伊
藤
正
さ
ん
、
桝
貴
志
さ
ん
ら
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
卒
業
生
や

本
学
教
員
が
、
学
生
た
ち
と
ダ

ブ
ル
・
キ
ャ
ス
ト
で
出
演
し
ま

す
。
入
場
料
１
５
０
０
円
〔
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
〕
大
阪
音
楽

大
学
コ
ン
サ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
窓
口
。�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約�

http://blog.goo.ne.jp/10-flam
m
e�

〔
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ラ
ム
制
作
部�

10-flam
m
e@
m
ail.goo.ne.jp

本番に向け稽古に熱が入る出演者たち�
１月２８日　Ｄ４０１教室�

　
１
９
８
９
年
３
月
１５
日
に
誕
生
し
た
大
阪
音
楽
大
学
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
。
日
本
で
初

め
て
専
属
の
管
弦
楽
団
と
合
唱
団
を
擁
し
て
開
館
２０
周
年
を
迎
え
る
今
年
、
記
念
公
演
に
ふ
さ
わ
し
い

催
し
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
田
耕
一
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
館
長
と
、
オ
ペ
ラ
制
作
に
尽
力
し

て
き
た
L
橋
浩
子
教
授
に
、
見
ど
こ
ろ
を
聞
き
ま
し
た
。�

本
田
館
長
　
記
念
公
演
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
、
３
月
の
オ
ペ
ラ
・
ガ
ラ
・
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
４
月
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

五
重
奏
の
ソ
リ
ス
ト
、
Ｌ
・
コ
ッ
ポ
ラ

さ
ん
は
古
典
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
数
少
な

い
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
５
月
の
管
弦
楽

団
定
期
演
奏
会

で
、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
協
奏
曲

を
独
奏
す
る
Ｐ
・

モ
ラ
ゲ
ス
本
学

客
員
教
授
は
、

パ
リ
管
弦
楽
団

の
ス
ー
パ
ー
ソ

リ
ス
ト
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
超

売
れ
っ
子
の
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
で
す
。
偶
然
に
も
古

典
と
モ
ダ
ン
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
続
く
、

お
も
し
ろ
い
組
み
合
わ
せ
に
な
り
ま
し

た
。
６
月
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
全
曲
演
奏
会
は
、
今
回
が
最
終
回
。

い
よ
い
よ
発
案
者
の
岡
原
慎
也
教
授
が

独
奏
さ
れ
る
の
が
、
待
ち
遠
し
い
と
こ

ろ
で
す
。�

w
橋
教
授
　
２０
周
年
記
念
公
演
と
い
う

こ
と
で
今
ま
で
の
枠
か
ら
一
歩
前
へ
踏

み
出
し
、
サ
マ
ー
オ
ペ
ラ
で
は
初
め
て

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
「
イ

ド
メ
ネ
オ
」
に
取
り
組
み
ま
す
。
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
主
体
の
ブ
ッ
フ
ァ
と
違
い
、

独
唱
ア
リ
ア
の
す
ば
ら
し
さ

が
セ
リ
ア
の
聴
き
ど
こ
ろ
で

す
。
秋
は
オ
ネ
ゲ
ル
の
「
火

刑
台
上
の
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル

ク
」
。
２０
世
紀
オ
ペ
ラ
・
シ

リ
ー
ズ
で
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ

ラ
を
上
演
す
る
の
も
初
め
て

で
す
。
主
役
二
人
は
語
り
だ

け
の
ス
タ
イ
ル
で
す
が
、
音

楽
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
楽
し
め
、
合
唱
団
が
大
活

躍
し
ま
す
。
珍
し
い
楽
器
、オ
ン
ド
・

マ
ル
ト
ノ
も
演
奏
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
目
く
だ
さ
い
。�

本
田
館
長
　
コ
ン
サ
ー
ト
オ
ペ
ラ
「
蝶
々

夫
人
」
は
、
よ
り
オ
ペ
ラ
に
近
い
雰
囲

気
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
衣

裳
な
ど
演
出
を
工
夫
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。�

2009年度オペラハウス�

『年間セット券』のご案内�

４月１８日（土）�
　鈴木秀美と仲間たちによる珠玉の室内楽�
５月２３日（土）�
　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団第４３回定期演奏会�
６月１１日（木）�
　モーツァルトピアノ協奏曲全曲演奏会　Vol．Ⅸ�
７月１０日（金）　７月１２日（日）�
　第４３回オペラ公演サマーオペラ�
　モーツァルト「イドメネオ」�
１１月６日（金）　１１月８日（日）�
　第４４回オペラ公演２０世紀オペラ・シリーズ�
　オネゲル「火刑台上のジャンヌ・ダルク」�
２０１０年３月７日（日）�
　第１３回コンサートオペラ「蝶々夫人」�
日程未定�
　第２４回推薦コンサート�
　「２０世紀の歌曲～２１世紀へのメッセージ」�

Ａセット�（締切　４月１０日）�

Bセット�（締切　４月１０日）�
７公演すべて� 20,000円（30,000円）�

＊４と５はどちらか１日を選択。　（　）内は通常価格�
15,000円（19,000円）�

2009年度 ザ・カレッジ・オペラハウス主催公演�

＊個別公演のチケットは、公演日の約３ヵ月前より発券する予定です。�

今年もお求めやすい価格で『年間セッ
ト券』を設けました。コンサート・センタ
ーでお申し込みください。106－6334
－2242

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

４�５�６�

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
１０
周
年
周
年�

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
１０
周
年�

初
演
メ
ン
バ
ー
と
学
生
共
演�

古
典
と
モ
ダ
ン
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
聴
き
比
べ�

本
田�

館
長�

初
の
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ペ
ラ�

C
橋�

教
授�

開館２０周年記念�
公演の見どころ�

w橋浩子教授と本田耕一館長対談�
�
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Co l l ege　In forma t i on
OH／オペラハウス　MH／ミレニアムホール�

3月・4月� の 催 し �

３月１日（日）�
１４時�
�
３月５日（木）�
１８時３０分�
�
�
３月８日（日）�
１４時�
�
３月１０日（火）�
１８時�
�
３月１４日（土）�
１４時�
�
３月１４日（土）�
１７時�
�
３月１６日（月）�
１８時�
�
３月１７日（火）�
１８時�
�
３月１８日（水）�
１８時�
�
３月１９日（木）�
１８時�
�
３月２３日（月）�
１８時�
�
４月１８日（土）�
１４時�

大阪音楽大学第４０回吹奏楽演奏会�
ザ・シンフォニーホール　指揮　北野徹　演奏　大阪音楽大学吹奏楽団�
�
ザ・カレッジ・オペラハウス開館２０周年記念�
オペラ・ガラ・コンサート�
ＯＨ　指揮　広上淳一　管弦楽　ザ・カレッジ・オペラハウス管弦楽団�
�
大阪音楽大学短期大学部第１４回吹奏楽演奏会�
ＯＨ　指揮　小野川昭博　演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�
�
大阪音楽大学第６回ザ・ストリング・コンサート�
ＯＨ　指揮　上塚憲一　演奏　大阪音楽大学・同短期大学部弦楽器専攻生�
�
第２７回ミュージアム・セミナー「ブータンの仮面劇」�
音楽博物館  出演  西岡信雄  伝統芸能団“プンツォ・ダヤン”�
�
Daionコンサート　夕映えの海とともに�
ATC南港サンセットホール　出演　土岐和香奈　篠原ちひろ（ピアノ）�
�
大阪音楽大学短期大学部２００８年度卒業演奏会（第一夜）�
ＯＨ　出演　選抜卒業生�
�
大阪音楽大学短期大学部２００８年度卒業演奏会（第二夜）�
ＯＨ　出演　選抜卒業生�
�
大阪音楽大学２００８年度卒業演奏会（第一夜）�
ＯＨ　出演　選抜卒業生�
�
大阪音楽大学２００８年度卒業演奏会（第二夜）�
ＯＨ　出演　選抜卒業生�
�
大学院演奏会�
ＭＨ　出演　大学院生�
�
クラリネット五重奏コンサート「鈴木秀美と仲間たちによる珠玉の室内楽」�
ＯＨ　出演  ロレンツォ・コッポラ  若松夏美  グーヤ・マルティニーニ  成田寛  鈴木秀美�
�

３月１６日（月）１８時　第一夜　要整理券�
ザ・カレッジ・オペラハウス�
３月１７日（火）１８時　第二夜　要整理券�
ザ・カレッジ・オペラハウス�
出演　選抜卒業生�

大阪音楽大学短期大学部２００８年度卒業演奏会�

３月１８日（水）１８時　第一夜　要整理券�
ザ・カレッジ・オペラハウス�
３月１９日（木）１８時　第二夜　要整理券�
ザ・カレッジ・オペラハウス�
出演　選抜卒業生�

大阪音楽大学２００８年度卒業演奏会�

３月８日（日）１４時　要整理券　ザ・カレッジ・オペラハウス�
指揮　小野川昭博　演奏　大阪音楽大学短期大学部吹奏楽団�
F.スパーク：祝典のための音楽�
J.ヴァンデルロースト：プスタ�
兼田敏：パッサカリア�
２００９年度日本吹奏楽コンクール課題曲より�
C.T.スミス：吹奏楽のための交響曲第１番�

大阪音楽大学短期大学部第１４回吹奏楽演奏会�

３月１０日（火）１８時　要整理券   ザ・カレッジ・オペラハウス�
指揮　上塚憲一�
演奏　大阪音楽大学・同短期大学部弦楽器専攻生�
W.A.モーツァルト：ディヴェルティメント　第３番　ヘ長調　K.１３８（１２５c）�
A.ヴィヴァルディ：ヴァイオリン協奏曲集「和声と創意の試み」作

品８より　「四季」全曲�
J.スーク：弦楽のためのセレナーデ　変ホ長調　作品６�

大阪音楽大学第６回ザ・ストリング・コンサート�

３月２３日（月）１８時　要整理券　ミレニアムホール�
sou　想 創 奏　�

企画／演奏　大阪音楽大学大学院生�
C.グノー：アヴェ・マリア�
G.ヴェルディ：歌劇「オテロ」よりアヴェ・マリア�
湯山　昭：アヴェ・マリア�
今井飛鳥：「そうそう」―アルト・サクソフォーン、マリンバ、ピアノのための―�
F.ショパン：ピアノ２台のためのロンド　ハ長調　作品７３�
間宮芳生：オペラ「昔噺　人買太郎兵衛」�

２００８年度　大阪音楽大学大学院演奏会�

３月１日（日）１４時　ザ・シンフォニーホール�
入場料　１０００円　指定席�
【チケット取り扱い】�
チケットぴあ　1０５７０-０２-９９９９　Pコード　３１０-８９９�
ABCチケットセンター（ザ・シンフォニーホール内 窓口受付のみ）�
大阪音楽大学コンサート・センター　1０６-６３３４-２２４２�
指揮　北野徹　演奏　大阪音楽大学吹奏楽団�
K.フーサ：この地球を神と崇める�
2009年度全日本吹奏楽コンクール課題曲より�
真島俊夫：三つのジャポニスム�
B.ピクール：交響曲　第０番�

大阪音楽大学第４０回吹奏楽演奏会�

教員免許状更新講習を開講�
　２００９年４月から教員免許更新制が導入されます。これにと
もない、本学では教員免許状更新講習を開講する準備を進
めています。�
開講予定の講習�
　¡必修講習「教育の最新事情」�
　¡選択講習「指揮法の基本と実践」「合唱指�
　　導法」「日本伝統音楽」「リコーダー指導法」�
開講時期は２００９年６月～８月を予定しています。�
申し込み方法など、詳細につきましては決まり次第、大学ホー
ムページでご案内します。�
なお、教員免許更新制の詳細や、現在所持されている免許状
の修了確認期限については文部科学省のホームページで調
べることができます。�

大阪音楽大学音楽博物館�

　　　　　　　　　　　「ブータンの仮面劇」�
３月１４日（土）１４時　音楽博物館�
入場料　１０００円　＊事前の申し込みが必要です。�
お話　西岡信雄　演奏　伝統芸能団“プンツォ・ダヤン”�
　ヒマラヤ山麓の東端に位置するブータンは、多様な自然環
境の中で、地域ごとに独自の伝統文化を育んできました。今回
はユネスコ世界無形遺産にも登録されるダイナミックな「ダムツ
ィの仮面劇」など、各地に伝承する歌や踊りをご紹介します。�
《申し込み・問い合わせ》大阪音楽大学音楽博物館�
〒５６１-０８４１　豊中市名神口１-４-１　大阪音楽大学 Ｋ号館４階�

1０６-６８６８-１５０９　FAX０６-６８６５-１２２１�

第２７回ミュージアム・セミナー�
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わ
が
国
の
音
楽
教
育
に
大
き
な
功
績

を
残
し
た
本
学
創
設
者
の
永
井
幸
次
。

「
言
文
一
致
唱
歌
」
を
提
唱
し
た
田
村

虎
蔵
。
「
ふ
る
さ
と
」
や
「
春
の
小
川
」

な
ど
の
名
曲
を
残
し
た
岡
野
貞
一
。
３

人
は
い
ず
れ
も
鳥
取
県
出
身
で
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
活
躍
し
ま
し
た
。
後
に
「
童

謡
の
ふ
る
さ
と
鳥
取
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）�

　
永
井
と
田
村
、
そ
れ
に
鳥
取
県
教
育

界
で
重
責
を
担
っ
た
林
甚
蔵
（
重
浩
）

の
３
人
は
９２
年
（
明
治
２５
年
）
に
そ
ろ

っ
て
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
芸
術
大

学
音
楽
学
部
）に
入
学
。
当
時
、「
地
元

か
ら
３
人
も
」
と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

同
校
第
２
代
校
長
の
村
岡
範
為
馳
が
こ

の
年
７
月
、
２０
年
ぶ
り
に
鳥
取
県
へ
帰

郷
。
こ
の
こ
と
が
永
井
ら
３
人
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
一
方
、
岡
野

は
永
井
の
弟
・
脩
造
と
同
級
生
で
、
東

京
音
楽
学
校
へ
の
進
学
を
勧
め
た
永
井

の
存
在
抜
き
に
は
語
れ
ま
せ
ん
。�

　
永
井
は
１
８
７
４
年
（
明
治
７
年
）

２
月
２１
日
、
現
在
の
鳥
取
市
西
町
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
父
親
の
脩
は
元
藩
校
「
尚

徳
館
」
の
漢
籍
、
剣
道
の
教
師
で
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
永

井
は
讃
美
歌
を
通
じ
て
西
洋
音
楽
と
親

し
み
、
１２
歳
で
初
め
て
オ
ル
ガ
ン
に
接

し
ま
し
た
。
尋
常
高
等
小
学
校
を
出
て

果
樹
園
や
畑
仕
事
を
し
て
い
た
１８
歳
の

永
井
は
９２
年
７
月
の
あ
る
日
、
田
村
と

師
弟
関
係
に
あ
っ
た
脩
造
か
ら
「
田
村

先
生
が
東
京
音
楽
学
校
に
進
学
さ
れ
る

そ
う
だ
」
と
聞
き
、
田
村
か
ら
同
校
の

規
則
書
を
借
り
て
読
み
ま
し
た
。�

　
田
村
は
村
岡
の
「
普
通
教
育
に
お
け

る
音
楽
」
と
い
う
講
演
を
聞
き
、
赴
任

間
も
な
い
学
校
を
辞
め
て
上
京
す
る
と

い
う
の
で
す
。
こ
れ
で
永
井
も
発
奮
。

幸
い
永
井
の
父
親
は
藩
校
時
代
、
村
岡

に
漢
籍
な
ど
を
教
え
た
、
い
わ
ば
恩
師
。

そ
こ
で
、
永
井
は
父
親
と
一
緒
に
帰
郷

中
だ
っ
た
村
岡
の
滞
在
先
を
訪
ね
ま
す
。

村
岡
は
父
親
に
「
と
も
か
く
、
入
学
試

験
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
」
と
言
い
、

永
井
の
上
京
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

　
同
９
月
に
同
校
予
科
に
入
学
し
た
永

井
は
苦
学
し
て
９６
年
（
明
治
２９
年
）
に

本
科
専
修
部
を
卒
業
し
ま
す
。
こ
の
間
、

作
曲
家
の
小
山
作
之
助
や
文
豪
・
幸
田

露
伴
の
妹
で
、
我
が
国
の
音
楽
留
学
生

第
１
号
と
な
っ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
幸
田

延（
子
）ら
に
師
事
し
ま
し
た
。�

　
卒
業
後
、
静
岡
県
師
範
学

校
に
就
職
、
４
年
後
に
郷
里

の
県
師
範
学
校
に
転
任
。
オ
ル
ガ
ン
の

系
統
的
指
導
や
紙
鍵
盤
に
よ
る
練
習
法

な
ど
を
教
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
親

の
死
去
、
脩
造
の
戦
死
、
借
財
な
ど
苦

難
続
き
で
、
０５
年
（
明
治
３８
年
）
に
鳥

取
を
去
り
、
家
族
を
連
れ
て
神
戸
に
向

か
い
ま
し
た
。�

　
「
大
こ
く
さ
ま
」「
き
ん
た
ろ
う
」
な

ど
の
作
曲
で
知
ら
れ
る
田
村
は
７３
年（
明

治
６
年
）、現
在
の
岩
美
町
生
ま
れ
。
鳥

取
県
尋
常
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
県
内

の
高
等
小
学
校
に
赴
任
し
た
も
の
の
、

９２
年
９
月
に
特
撰
生
で
東
京
音
楽
学
校

へ
。
卒
業
後
、
兵
庫
県
尋
常
師
範
学
校

を
経
て
東
京
高
等
師
範
学
校
兼
東
京
音

楽
学
校
助
教
諭
と
な
り
、
音
楽
教
育
の

改
革
を
次
々
と
推
進
。
東
京
市
視
学
と

し
て
行
政
面
で
も
活
躍
し
ま
し
た
。
同

じ
特
撰
生
で
東
京
音
楽
学
校
に
進
ん
だ

倉
吉
の
林
は
鳥
取
県
立
第
一
、
第
二
中

学
校
な
ど
の
校
長
を
歴
任
し
ま
し
た
。�

　
岡
野
は
７８
年
（
明
治
１１
年
）、現
在
の

鳥
取
市
古
市
に
生
ま
れ
、
米
人
宣
教
師

に
楽
才
を
認
め
ら
れ
、
永
井
の
勧
め
も

あ
っ
て
９６
年
（
明
治
２９
年
）、東
京
音
楽

学
校
に
入
学
。
上
京
の
際
、
品
川
ま
で

出
迎
え
て
く
れ
た
永
井
の
案
内
で
永
井

ら
５
人
と
一
軒
家
を
借
り
て
自
炊
。
そ

の
後
、
永
井
と
２
人
で
暮
ら
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
紙
鍵
盤
を
使
っ
て
オ
ル

ガ
ン
練
習
法
や
写
譜
の
や
り
方
を
教
わ

っ
た
岡
野
は
、
「
桃
太
郎
」
「
春
が
来

た
」
「
も
み
じ
」
も
作
曲
し
て
い
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
初
の
理
学
博
士

と
な
っ
た
村
岡
は
９３
年
に
東
京
音
楽
学

校
を
辞
任
し
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
に

就
任
し
て
い
ま
す
。
も
し
、
村
岡
が
９２

年
に
帰
郷
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
音
楽

家
と
し
て
の
永
井
、
田
村
、
岡
野
は
誕

生
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

当
然
、
「
童
謡
の
ふ
る
さ
と
」
も
存
在

し
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。�

鳥取出身の３人�

〈５〉�

創
立
百
周
年
に
向
け
て�

岡野貞一は永井の勧め�

○は東京音楽学校時代。
左から永井幸次、岡野
貞一、瀧廉太郎○は田
村虎蔵＝いずれも鳥取
市在住の鈴木恵一さん
提供�

上�

左�

講
演
き
っ
か
け
音
楽
志
す�
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２６
歳
で
大
阪
音
楽
大
学
に
採
用
さ
れ

て
か
ら
、
弟
や
妹
の
よ
う
だ
っ
た
学
生

た
ち
が
い
つ
の
ま
に

か
孫
に
思
え
る
ほ
ど

の
歳
月
が
た
ち
ま
し

た
。�

　
ド
イ
ツ
語
教
育
を
通
し
て
少
し
で
も

学
生
の
勉
学
に
役
立
ち
た
い
と
精
一
杯

努
力
し
な
が
ら
、
多
く
の
個
性
あ
ふ
れ

る
学
生
た
ち
と
出
会
い
、
良
き
同
僚
に

恵
ま
れ
、
幸
せ
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
施
設
も
組
織
も
ま
だ
未
成
熟
な
が

ら
、
学
内
に
は
若
さ
と
熱
気
が
あ
ふ
れ

て
い
た
頃
か
ら
、
や
が
て
大
学
が
急
成

長
し
、
次
々
と
改
革
が
遂
行
さ
れ
、
今

日
の
大
学
の
体
制
に
至
る
ま
で
の
過
程

を
じ
か
に
体
験
し
、
多
く
の
事
を
学
ば

せ
て
頂
き
ま
し
た
。�

　
大
学
を
と
り
ま
く
状
況
は
厳
し
く
て

も
、
皆
様
の
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
必
ず

や
大
阪
音
楽
大
学
は
更
な
る
発
展
を
と

げ
ら
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。�

　
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
に
お
け
る
３７
年
の
中

で
、
後
半
の
２０
年
は
専
ら
オ
ペ
ラ
に
関

心
を
持
っ
て
教
壇
に

立
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
ザ･

カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
い

う
素
晴
ら
し
い
講
堂
が
出
来
た
の
だ
か

ら
、
学
生
諸
君
と
一
緒
に
オ
ペ
ラ
を
あ

ら
た
め
て
見
直
し
て
み
よ
う
、
そ
の
上

で
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
の
生
の
舞
台
を
共

に
楽
し
も
う
、
と
の
気
持
ち
か
ら
オ
ペ

ラ
史
の
講
義
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が

２０
年
に
わ
た
る
オ
ペ
ラ
と
の
、
そ
し
て

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
と
の
付
き
合
い
の
始
ま

り
で
し
た
。�

　
以
後
、
私
は
講
義
を
通
じ
て
、
ま
た

実
際
に
オ
ペ
ラ
の
制
作
に
携
わ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
に
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
れ
は
何
物
に
も
換
え
が
た

い
貴
重
な
体
験
で
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
半
生
を
過
ご

し
得
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
す
る
と
同

時
に
、
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
大

学
が
今
後
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈

っ
て
や
み
ま
せ
ん
。�

　
ま
だ
任
期
を
７
年
残
し
て
お
り
ま
す

が
、
私
事
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

　
教
え
る
こ
と
は
教

わ
る
こ
と
だ
と
つ
く

づ
く
思
わ
さ
れ
た
日
々

で
、
そ
の
意
味
で
も
非
常
に
充
実
し
た

教
員
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
た
と
、

大
学
と
教
職
員
の
方
々
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
本
学
で
の
思
い
出
は
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
つ
ひ

と
つ
が
現
在
の
私
を
つ
く
り
、
支
え
て

い
る
の
だ
と
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。�

　
私
が
勤
め
て
か
ら
Ｋ
号
館
、
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
、
Ｏ
号
館
、
そ
し
て
Ｐ
号
館
と

大
学
の
発
展
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
は
少
子
化
で
、
大
学
は

大
変
な
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
学
は
中
村
孝
義
先
生
と
言
う
素
晴
ら

し
い
学
長
を
得
て
、
こ
の
困
難
な
時
期

を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。�

　
大
阪
音
楽
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。�

　
振
り
返
れ
ば
様
々
な
先
人
の
言
葉
が

脳
裏
に
点
滅
し
ま
す
。�

　
楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
「
環
境
に
良

し
悪
し
は
な
い
。
強

い
意
志
の
持
ち
主
の

み
が
偶
然
的
環
境
を
必
然
的
環
境
と
な

し
得
る
」
に
は
極
貧
時
代
に
随
分
と
勇

気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
初
め
て
の
リ
サ
イ
タ
ル
の
時
、
故
朝

比
奈
隆
先
生
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
辞
と

し
て
頂
い
た
「
歌
手
的
性
格
と
い
う
も

の
が
あ
る
…
」
は
含
み
を
持
っ
た
貴
重

な
お
言
葉
で
す
。
最
近
、
若
い
頃
覚
え

た
Ｓ
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
」
（
青
春

と
は
人
生
の
あ
る
時
期
を
指
す
の
で
は

な
く
、
心
の
様
相
を
言
う
の
だ
…
）
を

改
め
て
思
い
起
こ
し
、
多
少
の
言
い
訳

っ
ぽ
さ
を
気
に
し
つ
つ
も
レ
ッ
ス
ン
担

当
の
学
生
た
ち
に
コ
ピ
ー
を
渡
し
て
い

ま
す
が
、
今
、
名
実
と
も
に
青
春
の
只

中
に
あ
る
彼
ら
は
一
体
読
ん
で
い
る
や

ら
い
な
い
や
ら
…
。�

　
紙
面
が
つ
き
ま
し
た
。
月
並
み
な
が

ら
母
校
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。�

　
本
学
の
教
授
６
人
が
３
月
３１
日
付
で
退
任

さ
れ
ま
す
。
松
本
ヒ
ロ
子
教
授
、植
野
正
敏

教
授
、
t
橋
浩
子
教
授
、
阪
上
和
夫
教
授
、

福
田
紀
子
教
授
、
山
田
み
つ
教
授
で
す
。
音

楽
教
育
に
邁
進
さ
れ
た
中
で
の
思
い
出
な
ど

を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

松
本
ヒ
ロ
子
教
授�

（
ド
イ
ツ
語
）�

植
野
　
正
敏
教
授�

（
作
　
曲
）�

阪
上
　
和
夫
教
授�

（
声
　
楽
）�

w
橋
　
浩
子
教
授�

（
音
楽
学
）�

６
教
授
退
任
　お
疲
れ
さ
ま�
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振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
学
生
と
し

て
入
学
以
来
、
早
５０
年
の
年
月
が
流
れ

ま
し
た
。
と
て
も
充

実
し
た
日
々
が
送
れ

ま
し
た
の
も
皆
様
の

お
陰
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。�

　
６６
年
（
昭
和
４１
年
）
の
音
楽
専
攻
発

足
と
同
時
に
教
員
と
な
り
、
教
え
る
こ

と
の
楽
し
さ
、
厳
し
さ
を
体
験
い
た
し

ま
し
た
。
音
楽
専
攻
や
短
大
専
攻
科
で

も
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
（
連
弾
・
２
台
の

ピ
ア
ノ
）
の
授
業
を
持
た
せ
て
頂
き
、

ソ
ロ
で
は
学
び
得
る
こ
と
の
出
来
な
い

幅
の
広
い
音
楽
を
感
じ
、
相
手
と
呼
吸

を
合
わ
せ
、
一
緒
に
音
楽
を
つ
く
り
上

げ
る
喜
び
を
学
生
と
共
に
味
わ
っ
た
こ

と
が
強
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。�

　
私
自
身
も
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
好
き
な

の
で
、
今
後
も
連
弾
や
２
台
の
ピ
ア
ノ

の
勉
強
を
続
け
て
、
楽
し
ん
で
ピ
ア
ノ

を
弾
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
学
の

豊
か
な
発
展
と
諸
先
生
方
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
フ
ラ
ン
ス
の
古
都
ポ
ワ
チ
エ
で
受
け

た
ピ
エ
ー
ル
・
バ
ル
ビ
ゼ
先
生
（
８７
年

来
日
、
１
ヵ
月
に
わ

た
り
本
学
で
指
導
さ

れ
ま
し
た
）
の
レ
ッ

ス
ン
は
今
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
。
翌
日
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
急

に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
協
奏
曲
第
四
番

の
伴
奏
を
弾
く
こ
と
と
な
っ
た
私
は
、

当
日
の
早
朝
よ
り
練
習
し
て
い
た
。
そ

こ
へ
先
生
が
ひ
ょ
っ
こ
り
と
入
っ
て
来

ら
れ
て
何
と
「
ソ
ロ
パ
ー
ト
を
弾
い
て

あ
げ
よ
う
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。�

　
レ
ッ
ス
ン
の
合
間
に
私
は
勇
気
を
出

し
て
「
先
生
の
演
奏
は
間
合
い
が
素
晴

ら
し
い
が
、
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の

で
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
。
返
事
は
翌

日
に
な
っ
て
丁
寧
に
頂
け
た
の
だ
っ
た
。

学
ぶ
こ
と
と
教
え
る
こ
と
は
常
に
背
中

合
わ
せ
と
い
う
こ
と
を
併
せ
て
こ
の
時
、

先
生
か
ら
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。�

　
校
歌
に
「
道
を
技
を
も
磨
き
な
ば
日
々

に
栄
え
ん
こ
の
学
校
」
と
あ
る
よ
う
に

大
学
の
百
周
年
を
皆
様
が
幸
せ
に
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。�

　
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
ピ
ア
ノ
を
贈
る
会
」

の
田
中
郷
子
代
表
（
００
年
大
卒
・
ソ
プ

ラ
ノ
）
ら
３
人
は
１２
月
１７
日
、
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
１
台
を
提
供
し
た
学
校
法
人

大
阪
音
楽
大
学
の
西
岡
信
雄
理
事
長
に

プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
内
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
の

オ
ウ
ム
・
ラ
ヴ
ィ
所
長
か
ら
の
感
謝
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。�

　
本
学
か
ら
１０
月
に
運
び
出
さ
れ
た
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
は
首
都
の
プ
ノ
ン
ペ
ン

に
無
事
到
着
し
て
、
１２
月
５
日
に
調
律

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
と
副
代

表
で
本
学
演
奏
員
の
下
岡
万
佑
子
さ
ん

（
０３
年
院
修
・
歌
曲
）、
同
演
奏
員
の

關
口
康
祐
さ
ん
（
０４
年
大
専
修
・
ピ
ア

ノ
）、そ
れ
に
友
人
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト

の
金
川
知
子
さ
ん
の
４
人
は
１０
日
に
日

本
を
出
発
し
１２
日
午
後
、

「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・
コ

ン
サ
ー
ト
２
０
０
８
」
の

リ
ハ
ー
サ
ル
で
關
口
さ
ん

が
試
弾
し
ま
し
た
。�

　
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
・

コ
ン
サ
ー
ト
」
は
１３
日
に

C
J
C
C
多
目
的
ホ
ー
ル

で
約
１
時
間
半
に
わ
た
っ

て
開
催
。
ピ
ア
ノ
お
披
露

目
で
關
口
さ
ん
が
Ｆ
・
シ
ョ
パ
ン
の
ノ

ク
タ
ー
ン
「
遺
作
」
な
ど
を
演
奏
し
、

田
中
さ
ん
ら
４
人
は
現
地
演
奏
家
と
共

演
し
ま
し
た
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
教
員
養
成

学
校
や
シ
ソ
ワ
ッ
ト
高
校
で
も
公
演
し

「
音
の
国
際
交
流
」
を
重
ね
ま
し
た
。�

　
同
会
の
田
中
代
表
は
「
大
学
か
ら
の

寄
贈
と
い
う
こ
と
で
、
ピ
ア
ノ
運
搬
費

用
は
全
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人�

・
国
際
協
力
機
構
）
が
担
当
し
て
く
れ

ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
、
そ

し
て
本
学
と
多
く
の
方
の
熱
意
や
ご
尽

力
で
今
回
の
寄
贈
が
実
現
し
ま
し
た
。

０９
年
も
Ｃ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
で
演
奏
会
を
と
要
請

を
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ピ
ア
ノ
が
両

国
の
交
流
の
要
と
な
り
音
楽
を
通
じ
て

人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
確
信

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

�

○は現地での演奏会とそのリハーサル＝左�
○は西岡理事長に感謝状を伝達�

上�

下�

ま
な
び
や�

福
田
　
紀
子
教
授�

（
ピ
ア
ノ
）�

山
田
　
み
つ
教
授�

（
ピ
ア
ノ
）�

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
ピ
ア
ノ�

　
本
学
協
力
　
念
願
か
な
う�

現
地
演
奏
会
で
披
露�

西岡理事長に感謝状�
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（同）らが今井順子さん（03年院修）のピアノ伴奏で

オペラ「魔笛」より『パパパの二重唱』などを熱唱。�

　第２部は「びっくりヴァイオリン＆おもしろリコーダー」

と題し、ヴァイオリンの松田淳一講師とフルート・リコ

ーダーの吉田真里子さんが出演。最後は幼児や小、

中学生が、田邉さんらと「シャボン玉」や「七つの子」

を歌いました。�

�

　大阪音楽大学・同短期大学部２００８年度

合唱演奏会が開かれ、大学、短大、科目等履

修生３１３人が出演しました。里井宏次教授の

指揮で、一点の曇りもない女声ハーモニーが

たおやかな尾形敏幸の「女声合唱とピアノの

ための『映像Ⅰ』、ヴォカリーズが感情のうねり

となって言葉の背後を彩る新実徳英の作品

などが演奏されました。�

　最後は本山秀毅教授の指揮で大規模な

混声合唱。地を這うようなシュプレヒコール、冷

徹な男声の語り、情感豊かなソプラノ独唱とダ

イナミックな合唱で、旧約聖書の世界を描いた

アメリカの現代作曲家Ｅ.フィッシンガーの「バ

ビロンの河のほとりで」や、今年生誕２００年を

迎えるＦ.メンデルスゾーン・バルトルディらの宗

教曲を演奏しました。�

�

　
サ
ッ
ク
ス
、ピ
ア
ノ
、ベ
ー
ス
を
同
時
に
こ
な
し
な

が
ら
ド
ラ
ム
と
フ
ァ
ン
キ
ー
な
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開

し
た
安
藤
希
さ
ん
、バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
タ
ン
ゴ
に
哀

愁
が
漂
う
木
村
匠
さ
ん
と
竹
崎
綾
さ
ん
の
デ
ュ
オ
、

入
魂
の
演
奏
で
三
善
晃
の
現
代
作
品
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
杉
本
友
樹
さ
ん
ら
、電
子
オ
ル
ガ
ン
コ
ー
ス

２
年
生
の
み
な
さ
ん
が
、多
彩
な
機
能
を
駆
使
し

て
自
ら
編
曲
し
た
作
品
を
演
奏
。
第
２
部
で
は
６

人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
、ホ
ル
ス
ト
の
組
曲
「
惑
星
」

よ
り
「
木
星
」
が
幻
想
的
に
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。�

電子オルガン�

フライング・ライヴ�

ようこそ!オペラの世界へ�

２００８年度 合唱演奏会�

大学、短大生３１３人が出演�
情感豊かなハーモニー�

大 学 �
１月１７日 ザ・カレッジ・オペラハウス�

フ
ァ
ン
キ
ー
、
哀
愁 
機
能
駆
使�

１月１５日 ザ・カレッジ・オペラハウス�
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　大阪音楽大学短期大学部の｢第17回

定期演奏会｣が12月20日、ザ・カレッジ・オ

ペラハウスで行われました。第１部は電子

オルガンコースの学生がオリジナル曲や

編曲を披露。最後はＧ.ガーシュウインの｢キ

ューバ序曲｣で締めくくりました。オーケス

トラのための作品を森本友紀講師が９人

編成のアンサンブル向けに編曲。学生

たちは楽器の個性を生かし、電子オル

ガンの魅力をたっぷり聴かせてくれました。�

　第２部は総勢１０４人の短大吹奏楽団

が小野川昭博講師の指揮でＬ.バーン

スタインのミュージカル・ナンバー「キャン

ディード組曲」などに挑戦しました。�

�

　第８回地域ふれあいコンサート（十中校区地域教

育協議会主催）が12月７日、ザ・カレッジ・オペラハウ

スで催され、住民と大阪音楽大学の教員、卒業生ら

が音楽を通じ交流を深めました。�

　第１部は豊中市立第十中学校吹奏部が口火を

切り、「ようこそ！　オペラ・オペレッタの世界へ」では、

ソプラノの田邉織恵さん（00年院修）、三河紀子さん

　ザ･カレッジ・オペラハウス第23回

推薦コンサート２００８「木村綾子ピアノ・

リサイタル～幻想曲の夕べ～」が12

月12日催され、木村講師が曲と時代

背景を説明しながら演奏しました。�

　プログラムはＷ.Ａ.モーツァルトの「幻

想曲 ニ短調 K.３９７（３８５ｇ）」、Ｌ.ｖ.

ベートーヴェンの「同 ト短調 作品77」、

Ｆ.シューベルトの「同 ハ長調 D７６０

（さすらい人幻想曲）」、Ｒ.シューマン

の「同 ハ長調 作品17」、Ｆ.ショパン

の「同 ヘ短調 作品49」の５曲。�

　木村講師は「幻想曲に関しては聴

衆の皆さんに伝わったと思います。私

としてはもっといろいろ出来たと思うこ

ともありましたが、主張したいことは分

かっていただけたのでは」と話してい

ました。�

�

第17回定期演奏会�

木村綾子ピアノ・リサイタル�

電子オルガンと吹奏楽　魅力たっぷり�

第８回地域ふれあいコンサート�

～幻想曲の夕べ～�

短 期 大
第
２３
回
推
薦
コ
ン
サ
ー
ト
�
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音
楽
の
世
界
で
古
典
と
い
え
ば
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
こ
と
。
し
か

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
般
的
に
ク
ラ
シ

ッ
ク
と
い
え
ば
古
代
ギ
リ
シ
ャ
を
指
し

ま
す
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
原
型
、
魂
の
ふ
る
さ
と
と
い
う

考
え
方
で
す
。
楽
譜
に
書
か
れ
て
い
る

音
階
（
ド
レ
ミ
）

の
理
論
も
約
１
０

０
０
年
の
歳
月
を

経
て
中
世
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。�

　
数
学
で
お
な
じ

み
の
哲
学
者･

ピ

タ
ゴ
ラ
ス
は
、
い

く
つ
も
の
金
槌
で

も
の
を
打
つ
音
を

聞
き
、
金
槌
の
重

さ
を
替
え
れ
ば
音

が
変
わ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
「
音
が
変
化
す
る
た

め
に
は
何
か
法
則
が
あ
り
、
数
で
証
明

で
き
る
に
違
い
な
い
」
。
こ
の
ひ
ら
め

き
こ
そ
が
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
律
」
誕
生

の
瞬
間
で
し
た
。�

　
イ
タ
リ
ア
の
哲
学
者
・
ボ
エ
テ
ィ
ウ

ス
は
、
弦
を
一
本
張
っ
た
だ
け
の
モ
ノ

コ
ー
ド
と
い
う
楽
器
を
つ
く
り
、
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
の
理
論
を
検
証
し
ま
し
た
。
ピ

タ
ゴ
ラ
ス
の
伝
説
で
は
金
槌
の
重
さ
を

変
え
る
と
音
が
変
化
す
る
、
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
弦
の
長
さ
で
音
の
性
質
が

変
わ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
弦
の

長
さ
を
半
分
に
す
る
と
音
は
１
オ
ク
タ

ー
ブ
高
く
な
り
、
さ
ら
に
３
分
の
２
に

す
る
と
「
ソ
」
の
音
、
「
ソ
」
の
音
の

３
分
の
２
な
ら
「
レ
」
の
音
が
生
ま
れ
、

こ
れ
ら
の
音
を
組
み
合
わ
せ
る
と
「
ド

レ
ミ
」
が
で
き
る
こ
と
を
証
明
し
ま
し

た
。
「
ド
レ
ミ
の
理
論
」
は
一
本
の
も

の
さ
し
が
あ
れ
ば
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
シ
ン
プ
ル
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。�

　
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
音
律
は
ボ
エ
テ
ィ
ウ

ス
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
す
べ
て

の
人
が
同
じ
様
に
祈
り
の
歌
を
歌
え
る

よ
う
に
、
こ
の
歌
を
楽
譜
に
残
し
ま
し

た
。
当
時
の
楽
譜
は
横
線
が
４
本
し
か

な
く
、
そ
こ
に
「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」

の
起
源
と
な
っ
た
四
角
い
音
符
を
並
べ

て
音
の
動
き
を
表
し
た
も
の
で
し
た
。�

　
音
階
の
法
則
は
古
代
中
国
に
も
あ
り

ま
し
た
。
「
三
分
損
益
法
」
と
い
う
も

の
で
、
や
が
て
日
本
に
伝
わ
り
雅
楽
演

奏
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。�

　
神
の
存
在
が
絶
対
的
な
も
の
だ
っ
た

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
音
階
の
理
論
を

説
明
す
る
と
き
に
、
こ
う
い
っ
た
そ
う

で
す
。
「
神
が
つ
く
り
た
も
う
た
法
則

と
秩
序
。
神
の
思
し
召
し
で
あ
る
ぞ
」

と
。�

　
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
は
小
餅
谷
哲
男
さ

ん
。
日
本
人
離
れ
し
た
甘
い
声
と
美
し

い
立
ち
姿
で
フ
ア
ン
の
心
を
つ
か
ん
で

き
た
ミ
ス
タ
ー
テ
ノ
ー
ル
の
秘
密
に
迫

り
ま
す
。
お
相
手
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
田
邉

織
恵
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
は
梁
川
夏
子
さ
ん
。�

　
―
小
餅
谷
さ
ん
が
歌
を
始
め
た
の
は

い
つ
ご
ろ
で
す
か�

　
本
格
的
に
は
大
阪
音
大
に
入
っ
て
か

ら
で
す
。
４
年
の
こ
ろ
ま
で
は
バ
リ
ト

ン
で
し
た
が
、
「
お
前
の
声
は
バ
リ
ト

ン
じ
ゃ
な
い
」
と
い
わ
れ
、
テ
ノ
ー
ル

に
。
大
学
院
の
こ
ろ
も
高
い
音
が
出
ず
、

授
業
に
出
る
の
が
怖
か
っ
た
。
急
に
声

が
出
な
く
な
っ
た
り
し
て
。
今
で
も
思

い
出
す
と
、
怖
い
で
す
ね
。�

　
―
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
に
留
学
さ
れ

て
い
ま
す
ね�

　
二
十
代
後
半
に
。
ベ
ル
ゴ
ン
ツ
ィ
先

生
に
教
わ
り
ま
し
た
。
ベ
ル
カ
ン
ト
、

つ
ま
り
美
し
い
歌
と
は
「
呼
吸
の
芸
術

だ
」
と
い
う
の
が
先
生
の
口
癖
で
し
た
。�

　
―
息
を
自
在
に
操
り
、
効
率
的
に
使

う
こ
と
に
よ
っ
て
大
き
な
声
、
豊
か
な

響
き
が
出
る
ん
で
す
ね
。�

　
お
前
も
４７
歳
に
な
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
声
が
出
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
４７
歳
。
本
当
に
出
る
ん
や
ろ
か
。�

　
―
帰
国
後
初
め
て
の
オ
ペ
ラ
は�

大
栗
裕
先
生
の
「
夫
婦
善
哉
」
。
そ
れ

も
柳
吉
の
役
。
日
本
人
や
大
阪
人
に
な

り
き
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。�

　
―
小
餅
谷
さ
ん
と
は
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
「
ア
ル
バ
ー

ト
・
へ
リ
ン
グ
」
で
ご
一
緒
し
て

い
ま
す�

　
あ
の
時
は
大
変
で
し
た
。
娘
の

水
疱
瘡
が
移
り
、
本
番
前
日
は
３９

度
の
熱
。
そ
の
後
、
声
帯
に
腫
瘍

が
で
き
切
除
と
再
発
の
繰
り
返
し
。

歌
手
生
命
の
危
機
を
何
度
も
経
験

し
て
き
ま
し
た
。�

　
―
日
本
の
オ
ペ
ラ
は
ど
う
で
す
か�

外
国
語
の
よ
う
に
発
音
し
ろ
と
教
わ
り

ま
し
た
。
日
本
語
で
不
明
瞭
な
歌
手
は

何
語
で
歌
っ
て
も
不
明
瞭
で
す
ね
。�

　
　
　
　
　
♪�

　
小
餅
谷
さ
ん
は
幅
広
い
レ
パ
ー
ト
リ

ー
の
中
か
ら
「
ハ
ル
カ
」
「
沈
黙
」
「
ト

ス
カ
」
な
ど
の
ア
リ
ア
を
独
唱
。
ま
た
、

田
邉
さ
ん
と
は
「
愛
の
妙
薬
」
の
ア
リ

ア
を
歌
い
、
プ
リ
モ
・
ウ
オ
ー
モ
の
魅

力
を
存
分
に
披
露
し
ま
し
た
。
ト
ー
ク

中
に
は
数
々
の
秘
話
も
飛
び
出
し
、
気

さ
く
な
人
柄
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。�

西洋音楽史（講師・白石知雄）�

はびきの市民大学・聴講記�②� ピ
タ
ゴ
ラ
ス 

金
槌
の
音
で
音
階
発
見�

男声（男性）の魅力 解き明かします�

中村 敬一�
そ
の
４�

小
餅
谷
哲
男
さ
ん
の
場
合�

美しい歌「呼吸の芸術」�

第４期�オペラ物知物知り講座講座�オペラ物知り講座�

１月１３日 ミレニアムホール�１月１３日 ミレニアムホール�
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こ
ん
に
ち
は
、
受
験
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
と
も
み
で
す
。先
日
、一
般
入
学
試
験

Ａ
日
程
の
合

否
結
果
を
通

知
し
ま
し
た
。

結
果
は
ど
う

で
あ
れ
、
受

験
生
の
み
な

さ
ん
は
試
練

の
時
を
越
え
、

今
後
さ
ら
に
大
き
く
成
長
さ
れ
る
と
同

時
に
残
り
少
な
い
高
校
生
活
を
有
意
義

に
過
ご
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。�

��

３
月
２３
日（
月
）〜
２４
日（
火
）�

３
月
１６
日（
月
）〜
１９
日（
木
）

郵
送
必
着�

※
３
月
２０
日（
金
）９
時
〜
１３
時
は
窓
口 

　
へ
の
持
参
の
み
受
け
付
け
ま
す
。�

試
験
科
目
　
専
門
実
技
課
題
と
面
接�

※
短
大
の
一
部
コ
ー
ス
は
募
集
し
ま
せ

　
ん
。�

��

　
大
阪
音
楽
大
学
へ
進
学
を
希
望
す
る

高
校
２
年
生
以
上
の
方
を
対
象
に
第
５６

回
音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト
を
実

施
し
ま
す
。�

　
本
学
で
は
、
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
・
楽

典
・
鍵
盤
楽
器
の
３
科
目
を
音
楽
基
礎

科
目
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
音
楽
基
礎

科
目
は
、
音
楽
を
専
門
に
学
ん
で
い
く

上
で
必
要
な
音
楽
の
基
礎
能
力
で
あ
る

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
音
楽
基
礎
科

目
到
達
度
テ
ス
ト
と
は
、
音
楽
基
礎
科

目
に
つ
い
て
そ
の
学
習
到
達
度
を
調
べ

る
テ
ス
ト
で
す
。
所
定
の
成
績
を
お
さ

め
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
認
定
と
し
ま

す
。
認
定
を
取
得
し
て
い
る
科
目
は
入

学
試
験
の
際
、
試
験
を
免
除
し
ま
す
。�

３
月
２４
日（
火
）�

２
月
２４
日（
火
）〜
３
月
２

日（
月
）
郵
送
必
着�

��

　
１２
月
２３
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

に
は
高
校
１
年
生
を
中
心
に
３
８
０
人

が
来
場
し
ま
し
た
。
普
段
は
見
ら
れ
な

い
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
裏
側
や
コ
ン
サ
ー

ト
用
ピ
ア
ノ
の
試
弾
な
ど
、
学
び
の
場

を
実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

��

　
あ
る
高
校
生
か
ら
「
大
学
で
は
、
学

生
が
自
立
し
て
学
ん
で
い
る
印
象
で
す
」

と
聞
き
ま
し
た
。
自
立
す
る
と
は
ど
う

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
成
人
す
れ
ば

勝
手
に
自
立
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。�

  

大
学
で
は
、
自
主
的
に
学
ぶ
姿
勢
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
た
く

さ
ん
の
学
び
の
機
会
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
感
じ
取
れ
た
あ
な
た

は
、
既
に
自
立
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
の
で
す
。�

　　　大阪音楽大学付属音楽院�
〒561-8555豊中市庄内幸町１-１-８�
ＴＥＬ ０６-６３３４-２９０９   ＦＡＸ ０６-６３３４-２６７５�
URL http://ongakuin.jp�
E-mail ongakuin-support@daion.ac.jp�
窓口・電話受付時間    月～土：１０時～１７時�
日曜・祝日はお休みです。�

パンフレットのご請求、お申し込みは�

�
�
�
�
　社会人を主に対象としている付属音
楽院の公開講座は２００９年度から教養
講座と名称を変更します。現在４月期の
受講生の募集を受け付けています。器楽・
声楽ダンス・理論など多彩な音楽院の教
養講座を開講しています。あなたも音楽
大学のキャンパスで学びませんか。なお、
２００９年度下旬には音楽の専門教育を
修了した方や現在学習中の方を対象と
した専門講座の開講も予定しています。�
�
�
�
　従来の「基礎教育講座」は２００９年度
から「こども音楽教育講座」と名称を変
更いたします。今年度は初心者のお子
様限定の手軽にレッスンが開始できる「キ
ッズレッスン（ピアノ、ヴァイオリン）」を新設。
付属音楽幼稚園で幼児の指導経験豊
富な講師などが指導にあたります。また「こ
どもの打楽器合奏」は経験・年齢別に２ク
ラス開講など、こども向けの講座が更に

充実。�
　また、昨年延べ１００人程度の参加を得

て好評だった無料体験受講＝写真＝を今
年度も実施。申し込み受け付けは４月１１

日ですが、講座ごとの定員に達し次第申
し込みを締め切りますので、ご検討中の
方は早めにお問い合わせください。�
�
�
�
　小さい頃から音楽を学んでいると音楽
の能力以外に何か他のこどもとは違った
成長が見られるのでしょうか？�
　兵庫・神戸を中心に幼児の音楽教室を
展開する音楽の杜（もり）代表で本学出

身の桂まき氏に１歳児から幼児・児童まで
の豊富な経験をもとに語っていただきます。�
　会員並びに無料体験受講者の保護
者は無料です（それ以外の方は受講料
５００円）。また、講座中は保育士による託
児所の設置も予定しています。詳細・資
料請求は音楽院まで。�
�
�
　音楽院の個人レッスンは、４歳以上なら
いつからでも始めていただけます。楽器
やジャンル、レッスンの目的やレベルなど幅
広く対応が可能です。「音楽」を習いた
い方はぜひご相談ください。�
�

試 

験 

日�

出
願
期
間�

実  

施  

日�

申
込
期
間�

　
０９
年
度
大
学
・
短
大
一
般
入
試
Ｂ
日
程�

�

音
楽
基
礎
科
目
到
達
度
テ
ス
ト�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス（
報
告
）�

フ
ェ
ル
マ
ー
タ�

オペラ物知り講座�

◇　　　　◇　　　　◇�
�

特別講座 おんがくを学ぶこどもたち�
４月１８日･２５日１５時４５～１６時３０分�

２００９年４月期教養講座�
受講生募集中�
受付：２月２１日～３月２１日�

こども音楽教育講座受講生募集中�
無料体験受講：４月１８日・２５日�

個人レッスンは随時受付中�

１月１３日 ミレニアムホール�
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海外編／ブリュッセル在住�

井
上
麻
衣
子
さ
ん
�０１�年
大
卒
�

ピ
ア
ノ
�

　
「
室
内
楽
に
出
合
っ
て
か
ら
、
ピ
ア

ノ
だ
け
で
は
出
せ
な
い
響
き
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
に
魅
せ
ら
れ
、
す
っ
か
り
世
界
が

変
わ
り
ま
し
た
」。
フ
ラ
ン
ス
で
室
内

楽
ト
リ
オ
を
組
む
井
上
麻
衣
子
さ
ん�

（
０１
年
大
卒
　
ピ
ア
ノ
）
は
、
本
学
卒

業
後
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
国
立
音
楽
院

に
留
学
。
著
名
な
ヴ
ィ
オ
ラ

奏
者
の
ド
ゥ
ニ
・
デ
ル
ク
ー

ル
教
授
か
ら
室
内
楽
の
勉
強

を
勧
め
ら
れ
、
着
い
て
一
カ

月
後
に
さ
っ
そ
く
ト
リ
オ
を

結
成
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー

は
ピ
ア
ノ
が
井
上
麻
衣
子
さ
ん
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
ジ
ー
ナ
・
ク
ル
マ
ナ

リ
ー
ノ
バ
さ
ん
、
チ
ェ
ロ
が

ベ
ル
ギ
ー
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ビ

ュ
ル
コ
フ
さ
ん
。
い
ず
れ
も

音
楽
院
の
留
学
生
仲
間
で
す
。

　
「
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
室

内
楽
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ト
リ
オ
は
す
ぐ

に
う
ま
く
い
き
、
軌
道
に
乗

り
始
め
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

の
オ
フ
ァ
ー
が
き
て
、
そ
れ
な
ら
続
け

よ
う
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
」
。
グ

ル
ー
プ
名
は
「T

rio 
M
istral

（
ト
リ

オ
・
ミ
ス
ト
ラ
ル
）」
。国
際
色
豊
か
な

若
者
３
人
が
さ
っ
そ
う
と
奏
で
る
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
心
を
と

ら
え
、０５
年
に
は
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｍ（association 

jeu
n
es 
artistes 

m
u
sicien

s

）
の
特

別
賞
を
受
賞
。
パ
レ
・
ロ
ア
ン
で
晴
れ

の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が

ス
イ
ス
の
オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ピ
ゲ
さ
ん
に

代
わ
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
拠
点
に
各
地
で
演
奏
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
昨
年
１２
月
に
は
初
の
Ｃ
Ｄ

を
録
音
し
ま
し
た
。�

　
ア
ル
ザ
ス
州
の
首
都
、
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
は
ド
イ
ツ
に
ほ
ど
近
い
国
境
の
街
。

ば
ら
色
の
カ
テ
ド
ラ
ル
が
そ
び
え
、
伝

統
的
な
木
造
家
屋
が
水
辺
に
影
を
映
す

風
情
あ
る
佇
ま
い
で
す
。
「
ピ
ア
ノ
の

基
礎
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
日
本
で
学
べ

ま
す
が
、
音
楽
性
に
関
し
て
は
、
や
は

り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
い
か
な
い
と
学
べ
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
建
物

ひ
と
つ
見
て
も
触
発
さ
れ
ま
す
か
ら
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
は
、
デ
ュ
サ
パ
ン

な
ど
最
先
端
の
現
代
曲
も
勉
強
し
ま
し

た
。
特
殊
奏
法
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

新
し
い
発
見
の
連
続
で
楽
し
か
っ
た
で

す
」。
ピ
ア
ノ
と
室
内
楽
の
デ
ィ
プ
ロ

マ
を
取
得
し
た
井
上
さ
ん
は
、
さ
ら
に

研
鑚
を
積
む
た
め
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル

ス
ル
ー
エ
国
立
音
楽
大
学
へ
。
エ
ス
ト

ニ
ア
人
の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ナ
教
授
の
も

と
で
ド
イ
ツ
古
典
派
や
ロ
シ
ア
の
作
品

を
じ
っ
く
り
学
び
、
同
大
学
Ｋ
Ａ
コ
ー

ス
最
優
秀
の
成
績
で
卒
業
し
ま
し
た
。

「
勉
強
の
合
間
に
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

近
郊
の
町
、
ト
リ
ュ
シ
ュ
テ
ッ
ク
ス
ハ

イ
ム
の
公
立
音
楽
学
校
で
、
ピ
ア
ノ
教

師
や
伴
奏
員
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
７
、

８
歳
の
子
ど
も
に
外
国
語
で
か
み
砕
い

て
説
明
す
る
の
は
大
変
で
す
。
２
年
間

働
い
た
こ
と
で
、
地
位
や
待
遇
の
面
で

不
安
定
な
立
場
を
実
感
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
活
動
を
続
け
る
た
め
に
、
将
来
に

備
え
て
一
級
教
員
資
格
を
と
ろ
う
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。�

　
一
級
教
員
資
格
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

土
で
通
用
す
る
教
員
資
格
。
コ
ン
セ
ル

ヴ
ァ
ト
ワ
ー
ル
で
教
え
る
道
も
開
か
れ

ま
す
。
そ
し
て
今
度
は
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
院
へ
。
現
在
、

一
級
教
員
資
格
取
得
コ
ー
ス
、
伴
奏
マ

ス
タ
ー
コ
ー
ス
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。�

　
「
最
初
は
フ
ラ
ン
ス
語
も
ド
イ
ツ
語

も
あ
ま
り
話
せ
な
く
て
。
ス
ト
ラ
ス
ブ

ー
ル
で
は
英
語
で
面
接
が
受
け
ら
れ
ま

し
た
し
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
で
は
先
生

が
ド
イ
ツ
語
を
翻
訳
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
も
。
先
生
方
や
友
人
に
は
す
ご
く

助
け
ら
れ
ま
し
た
」。
そ
の
後
フ
ラ
ン

ス
語
は
め
き
め
き
と
上
達
。
０８
年
度
ベ

ル
ギ
ー
政
府
フ
ラ
ン
ス
語
圏
奨
学
金
の

面
接
試
験
に
み
ご
と
パ
ス
し
、
奨
学
生

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
４
月
に
は
メ
ン
バ

ー
全
員
で
来
日
し
、
太
閤
園
で
大
阪
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
し
、
４
月
１２
日
に
は
奈
良
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ク
ー
ル
で
マ
ス
タ
ー
ク

ラ
ス
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
予
定
で
す
。

日
本
で
の
音
楽
活
動
に
も
意
欲
的
な
井

上
さ
ん
は
、
音
楽
家
と
し
て
自
立
す
る

道
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
、
そ
し
て
着
実
に

踏
み
出
し
て
い
ま
す
。�

ト
リ
オ
・
ミ
ス
ト
ラ
ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

w
w
w
.trio
m
istral.co

m

フランスで室内楽�

○上トリオ・ミストラル�
○下南フランスの小さな村�
　で野外コンサート�

B r i l l a n t eB r i l l a n t e

ベ
ル
ギ
ー
で
自
立
の
道
あ
ゆ
む
�

ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト�
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ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
東
京
都
公

認
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
こ
と
で
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
と
音
楽
部
門
の
二
部

門
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

に
都
が
ラ
イ
セ
ン
ス
を
発
行
し
、
公
共

の
場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
認
め
た

制
度
で
、
「
街
が
劇
場
に
な
っ
て
、
市

民
が
気
軽
に
芸
術
を
楽
し
め
る
よ
う
に
」

と
い
う
石
原
慎
太
郎
都
知
事
の
肝
い
り

で
始
ま
り
ま
し
た
。
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の

舞
歌
さ
ん
（
９８
年
大
卒
　
声
楽
）
は
、

０３
年
に
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
。
東
京
都
の
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
空

間
で
ラ
イ
ヴ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
「
あ
つ
ぎ
国
際
大
道
芸
祭
」
に

出
演
し
、
世
界
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
交

流
し
ま
し
た
。�

　
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
仲
間
で
ア
ル

パ
奏
者
の
藤
枝
貴
子
さ
ん
、
ラ
テ
ン
ギ

タ
リ
ス
ト
の
寺
澤
む
つ
み
さ
ん
と
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
で
、
昨
年
１０
月
に
は
初
め

て
の
Ｃ
Ｄ
「M

aik
a

／
舞
歌
」
を
リ

リ
ー
ス
。
記
念
ラ
イ
ヴ
を
１２
月
に
行

い
ま
し
た
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
の
よ

う
に
音
色
を
変
化
さ
せ
、
美
し
く
ビ

ブ
ラ
ー
ト
を
響
か
せ
る
舞
歌
さ
ん
の

オ
カ
リ
ナ
は
、
「
本
当
に
癒
さ
れ
ま

し
た
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
似
顔
絵
入
り
の
フ
ァ
ン
レ
タ

ー
が
届
く
ほ
ど
の
人
気
で
す
。�

　
「
オ
カ
リ
ナ
は
土
か
ら
生
ま
れ
た
イ

タ
リ
ア
の
楽
器
。
オ
カ
は
鵞
鳥
。
リ
ー

ナ
は
小
さ
い
、
か
わ
い
い
と
い
う
意
味
。

土
本
来
の
ほ
ん
わ
か
と
人
の
心
を
暖
か

く
包
み
込
む
よ
う
な
音
色
が
魅
力
で
す
。

フ
ル
ー
ト
や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
違
っ
て
、

オ
カ
リ
ナ
は
唄
口
、
発
音
体
部
分
が
す

で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
た
め
に
、
自

分
で
調
整
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
相
性
が
合
う
、
合
わ
な
い
の

差
が
激
し
い
ん
で
す
。
何
種
類
も
吹
い

て
気
に
入
る
楽
器
が
一
つ
あ
る
か
な
い

か
。
吹
け
ば
鳴
る
わ
け
で
は
な
く
、
オ

カ
リ
ナ
に
身
体
を
共
鳴
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
深
い
、
輝
き
の
あ
る
音

色
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
息
遣
い

は
声
楽
と
同
じ
。
オ
カ
リ
ナ
製
作
の
第

一
人
者
、
中
塚
純
二
氏
は
、
声
楽
家
が

こ
の
楽
器
に
は
一
番
合
っ
て
い
る
と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
」
。�

　
ア
ニ
メ
「
キ
ャ
プ
テ
ン
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」

に
登
場
す
る
マ
ヤ
の
オ
カ
リ
ナ
に
憧
れ
、

小
学
３
年
の
時
か
ら
独
学
で
オ
カ
リ
ナ

を
吹
き
始
め
た
舞
歌
さ
ん
。
路
上
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
活
動
の
原
点
は
、
神
戸
に
あ

り
ま
す
。
「
大
学
卒
業
後
、
聖
歌
隊
の

お
仕
事
を
し
な
が
ら
、
週
末

に
神
戸
異
人
館
風
見
鶏
の
館

前
の
広
場
で
、
オ
カ
リ
ナ
を

吹
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
週
聴
き
に
き
て
く
だ
さ
る

お
客
さ
ま
の
中
で
、
ご
挨
拶
し
て
も
返

答
の
な
い
、
無
言
の
お
客
さ
ま
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
上
京
す
る
時
に
初

め
て
『
自
分
た
ち
は
心
に
障
害
を
持
っ

て
い
て
、
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
オ
カ
リ
ナ
が
聴
き
た
く
て
、
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
』

と
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
今
で
も
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
」
。
阪
神
大
震
災
当
時
、

学
生
だ
っ
た
舞
歌
さ
ん
は
、
今
で
も
毎

年
異
人
館
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と

一
緒
に
神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
の
消
灯
式
を

訪
れ
、
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」

を
歌
っ
て
帰
る
そ
う
で
す
。�

　
「
ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動

は
、
常
に
都
が
指
定
し
た
公
園
、
街

中
な
ど
を
歩
い
て
い
る
人
が
対
象
で

す
の
で
、
演
奏
を
一
人
で
も
多
く
の

方
に
聴
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
演
奏

を
通
し
て
人
に
訴
え
か
け
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
力
強
く
な
り
ま
す
。
ヘ
ブ
ン

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
合
格
基
準
は
、
演
奏

で
人
の
足
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
？ 

街
中
で
見
て
、
聴
い
て
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
か
？ 

ま
た
お
客
さ
ま

と
一
体
感
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
作
り
が
で

き
る
か
？ 

そ
れ
が
基
準
で
す
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
は
、
毎
年
全
国
各
地
か

ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
す
が
、

音
楽
部
門
の
合
格
者
は
毎
年
一
桁
と
大

変
厳
し
く
狭
き
門
で
す
。
私
の
夢
は
、

オ
カ
リ
ナ
で
一
人
で
も
多
く
の
方
に
幸

せ
を
運
べ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
自
分

の
演
奏
を
聴
い
て
、
み
ん
な
が
少
し
で

も
あ
た
た
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
。
そ
ん
な
思
い
で
オ
カ
リ

ナ
を
吹
い
て
い
ま
す
」
。�

お
こ
と
わ
り
　
舞
歌
さ
ん
の
本
名
は
本
人
の
希
望

に
よ
り
伏
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。�

B r i l l a n t eヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ヘ
ブ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト�

舞
歌
さ
ん�

オ
カ
リ
ナ
で
人
の
心
癒
し
た
い�

ま
い�

か�
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ザ･

タ
ロ
ー･

シ
ン
ガ
ー
ズ�

　
９４
年
に
里
井
教
授
に
よ
っ
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
大
阪
音
楽
大

学
の
卒
業
生
が
中
心
で
現
在
２８
人
。
バ

ロ
ッ
ク
か
ら
近
・
現
代
ま
で
の
無
伴
奏

曲
を
は
じ
め
、
最
近
は
武
満
徹
の
合
唱

曲
集
「
う
た
」
全
曲
演
奏
な
ど
日
本
の

歌
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
定
期
演
奏

会
は
東
京
で
１０
回
、
大
阪
で
１５
回
を
数

え
、
Ｃ
Ｄ
も｢

聖
母
マ
リ
ア
を
讃
え
る

う
た｣

な
ど
４
枚
を
リ
リ
ー
ス
。
日
本

で
は
数
少
な
い
プ
ロ
の
室
内
混
声
合
唱

団
と
し
て
、
そ
の
実
力
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
０８
年
度
（
第
６３
回
）
文
化
庁
芸
術
祭
賞
の
受
賞
者
が
１２
月
１９
日
、

文
化
庁
か
ら
発
表
さ
れ
、
里
井
宏
次
教
授
が
主
宰
す
る
ア
・
カ
ペ
ラ

室
内
混
声
合
唱
団
「
ザ･

タ
ロ
ー･

シ
ン
ガ
ー
ズ
」
が
音
楽
部
門
の
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
は
１
月
２２
日
に
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に
出
席
し
た
里
井
教
授

は
「
一
番
す
ば
ら
し
い
楽
器
は
人
間
の
声
。
そ
れ
を
信
じ
て
１５
年
間
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
今
、
そ
の
成

果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
」
と
受
賞
の
喜
び
を
噛
み
締
め
て
い
ま
し
た
。�

　
芸
術
祭
賞
は
演
劇
、
音
楽
な
ど
各
部

門
ご
と
に
芸
術
祭
参
加
公
演
を
募
り
、

特
に
優
れ
た
公
演
に
大
賞
、
優
秀
賞
、

新
人
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。
音
楽
部
門
に

は
関
西
と
関
東
を
併
せ
４０
公
演
が
参
加

し
ま
し
た
。�

　
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
「
ザ･

タ
ロ
ー･

シ
ン
ガ
ー
ズ
」
の
芸
術
祭
参
加
公
演
は

１０
月
５
日
に
い
ず
み
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
第
１５
回
大
阪
定
期
演
奏
会｢

主
よ
、

な
に
と
ぞ
…｣

。
里
井
教
授
の
指
揮
で

Ｆ･

マ
ル
タ
ン
の｢

無
伴
奏
二
重
合
唱
の

た
め
の
ミ
サ｣

、
Ｆ･

プ
ー
ラ
ン
ク
の
「
カ

ン
タ
ー
タ
《
人
間
の
顔
》
」
な
ど
を
歌

い
ま
し
た
。�

　
文
化
庁
は
、
十
数
年
に
わ
た
る
ザ
・

タ
ロ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
地
道
な
活
動

を
称
え
、
技
術
的
に
は
「
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
声
部
の
積
み
重
ね
は
ノ
ン
・
ビ
ブ

ラ
ー
ト
唱
法
も
相
ま
っ
て
、
複
雑
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
の
動
き
を
透
明
に
し
、
歌
い

手
の
自
発
性
は
豊
か
な
表
出
力
を
生
み

出
し
た
。
と
り
わ
け
マ
ル
タ
ン
の
ミ
サ

曲
で
の
二
重
合
唱
は
、
曲
の
持
つ
祈
り

と
叫
び
を
伝
え
、
深
い
感
銘
を
与
え
た
」

と
評
価
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
技
術
両

面
の
す
ば
ら
し
さ
が
優
秀
賞
に
つ
な
が

っ
た
と
し
て
い
ま
す
。�

　
「
楽
器
と
し
て
の
声
を
追
い
求
め
た

ら
、
無
伴
奏
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
」

と
い
う
里
井
教
授
。
「
こ
れ
か
ら
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
無
伴
奏
曲
や
日
本
の
す
ば

ら
し
い
歌
を
通
し
て
ア
・
カ
ペ
ラ
の
醍

醐
味
を
伝
え
、
合
唱
芸
術
の
裾
野
を
広

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
合
唱
団
員（
９７
年
入
団
）

の
松
本
薫
平
さ
ん
が
大
阪
市
の
０８
年
度

「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
芸
術
活
動
を
通
し
て
大

阪
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
、
お
お
む
ね
４０
歳

以
下
が
対
象
。�

　
音
楽
部
門
で
受
賞
し
た
松
本
さ
ん
は
、

東
京
芸
術
大
学
卒
業
後
、
イ
タ
リ
ア
に

留
学
。
９９
年
に
オ
ペ
ラ
「
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
の
後
は
所
属
の
関
西
二
期

会
を
は
じ
め
関
西
歌
劇
団
、

び
わ
湖
ホ
ー
ル
、
い
す
み
ホ

ー
ル
な
ど
で
オ
ペ
ラ
の
主
要

な
役
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

深
い
音
色
と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
唱
法

で
人
間
ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
る
松
本
さ

ん
は
関
西
の
若
手
テ
ノ
ー
ル
の
代
表
的

存
在
。
ま
た
、
大
阪
芸
術
大
学
な
ど
で

後
進
の
指
導
に
当
た
り
、
こ
れ
ら
の
活

躍
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

　
松
本
さ
ん
の
話 

こ
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
き
大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
聴
い
て
下
さ
る

方
に
、
感
動
と
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
演
奏
を
目
指
し
ま
す
。�

写真上は、贈呈式で喜びを噛み
締める里井教授（１月２２日、ホ
テル・ニューオータニ大阪で）�
写真下は、優秀賞を受賞したザ・
タロー・シンガーズの第１５回大
阪定期演奏会（１０月５日、いず
みホールで）�

ア
・
カ
ペ
ラ
の「
タ
ロ
ー
」が
受
賞�

人
間
の
声
追
い
求
め
１５
年�

芸術祭賞優秀賞�

テノールの松本さん�
「咲くやこの花賞」受賞�

�
�
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�学生音コン 島影さん入選�

　第６２回全日本学生音楽コンクール全国大会（毎

日新聞社主催）が１２月２日、横浜みなとみらいホー

ルで行われました。声楽部門大学･一般の部に大

阪地区代表として臨んだ島影聖人さん（０８年大

専修･テノール）は惜しくも３位入賞を逃し、入選に

とどまりました。�

�鳥栖ピアノコン�
比果さん３位�

　第１４回フッペル鳥栖ピアノコンクール２００８（佐

賀県鳥栖市、読売新聞西部本社など主催）の本

選が１１月１６日、鳥栖市民文化会館で開かれ、比

果沙織さん（大２）が３位に入賞しました（２位は該

当なし）。�

�

�

■ふれあいの祭典「アンサンブル・フェスティバ
ル兵庫２００８」 大学生Ａ部門 実行委員会賞（総
合１位）アンサンブル 
Lippe＝原田恵美（大４･

クラリネット）、西谷小百

合（同･フルート）、飯沼

奈那恵（大３・オーボエ）、

石原知実（同・ファゴット）、

大角奈央美（同・ホルン）

▽大学生Ａ部門 兵庫
県芸術文化協会賞 マ
リンバ４重奏｢Colore｣＝

三好加菜（大４）、山本

ルリ子（大３）、小松加奈

（大２）、横山繭（短１）＝

９月６日、兵庫県立芸術

文化センター。兵庫県など主催�

　
バ
リ
ト
ン
の
晴
雅
彦
さ
ん
（
８９
年
大

卒
）
が
平
成
２０
年
度
兵
庫
県
芸
術
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
「
卓
越
し

た
歌
唱
力
と
演
技
力
で
内
外
の
オ

ペ
ラ
に
数
多
く
出
演
し
、
優
れ
た

成
果
を
あ
げ
た
」
こ
と
が
受
賞
理

由
。
０８
年
９
月
に
は
、
い
ず
み
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ

タ
ル
」
が
大
阪
文
化
祭
賞
奨
励
賞
に
選

ば
れ
て
お
り
、
晴
さ
ん
に
と
っ
て
は
二

重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。�

　
晴
さ
ん
は
９０
年
に
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫

人
」
の
ゴ
ロ
ー
役
で
デ
ビ
ュ
ー
。

そ
の
後
は
数
々
の
舞
台
で
活
躍
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
１
、
２
年
を

見
て
も
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
の
「
魔
笛
」
「
蝶
々
夫
人
」

を
は
じ
め
、
新
国
立
劇
場
「
ば
ら

の
騎
士
」
、
び
わ
湖
ホ
ー
ル
「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
な
ど
に
出
演
。

そ
の
活
躍
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。�

　
９６
年
に
ド
イ
ツ
・
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
歌
劇

場
の
「
魔
笛
」
パ
パ
ゲ
ー
ノ
役
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
晴
さ
ん

は
、
こ
れ
を
機
に
海
外
で
も
活
躍
。
０６

年
に
は
ロ
シ
ア
・
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
国

立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
と
の
共
演
も
実
現

し
、
貴
重
な
才
能
と
歌
唱
力
は
海
外
で

も
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。�

　
晴
さ
ん
は
舞
台
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
人
間
マ
ッ
プ
」
「
名
曲
リ
サ
イ
タ

ル
」
、
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
題
名
の
な
い

音
楽
会
」
な
ど
に
も
出
演
し
、
オ
ペ
ラ

の
面
白
さ
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。�

　
晴
さ
ん
の
話 

平
成
２１
年
も
公
演
に

恵
ま
れ
３
月
に
は
び
わ
湖
ホ
ー
ル
（
ト

ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
）
、
５
月
は
い
ず
み

ホ
ー
ル
（
カ
リ
ュ
ー
・
リ
ヴ
ァ
ー
）
、

７
月
に
新
国
立
劇
場
（
ト
ス
カ
）
な
ど

に
出
演
予
定
で
す
。
ど
の
公
演
も
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。�

　
ド
イ
ツ
国
立
デ
ト
モ
ル
ト
音
楽
大
学

に
留
学
し
て
い
る
オ
ー
ボ
エ
の
鐘
ヶ
江

直
美
さ
ん
（
０６
年
大
卒
）
が
０８
年
１０
月

に
ド
イ
ツ
・
ド
ル
ト
ム
ン
ト
で
行
わ
れ

た
「D

r.G
erh
ard
 
K
ram
er 
F
ord
e 

rp
reis 

2008

」
に
出
場
、
厳
し
い
審
査

を
突
破
し
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

復
興
に
生
涯
を
さ
さ
げ
０６
年
に
亡
く
な

っ
た
ゲ
ー
ハ
ー
ト
・
ク
ラ
マ

ー
氏
を
称
え
る
た
め
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
オ
ー

ボ
エ
限
定
で
、
鐘
ヶ
江
さ
ん

は
１
次
審
査
で
テ
レ
マ
ン
の
、

２
次
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
オ

ー
ボ
エ
協
奏
曲
」
を
演
奏
。

「
音
楽
の
表
現
、
音
の
響
き

が
と
て
も
豊
か
。
音
の
一
つ

一
つ
に
愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
」
と
う
れ
し
い
評
価
を
い
た
だ
き
、

初
の
オ
ー
ボ
エ
部
門
で
１
位
の
座
を
射

止
め
ま
し
た
。�

　
１１
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
し
た
鐘
ヶ
江
さ
ん
。

「
プ
ロ
と
の
共
演
は
人
生
初
め
て
。
そ

れ
も
留
学
地
の
ド
イ
ツ
で
実
現
し
、
本

当
に
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
音
楽
を

自
分
ら
し
く
表
現
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

..

左から西谷小百合、飯沼
奈那恵、石原知実、大角
奈央美、原田恵美�

左から山本ルリ子、横山
繭、小松加奈、三好加菜�

比果沙織�

�

島影聖人�

�

卓越した歌唱、演技力�

オーボエの鐘ヶ江さん1位�
留学先のドイツで高評価�

バ
リ
ト
ン
の
晴
さ
ん
受
賞�

コンクール　敬称略�

兵庫県芸術奨励賞�
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D

出　版�

　藤田　教授が主宰する「スーパーリコーダーカル
テット」が本学の研究助成を受け、待望のＣＤをリリ
ースしました。メンバーは藤田教授のほかに秋山滋
本学講師とビッグな仲間2人。個性あふれる演奏者
が描くスーパーサウンドは、リコーダーの魅力、無限
の広がりを再発見させてくれる一枚。�
　収録はテレマンの｢協奏曲 へ長調｣をはじめチャ
ールトンの「空想の花束」、因幡の民話をもとに山本
喜三氏が作曲した｢人形峠｣など、ルネサンスから現
代まで、様 な々ジャンルの10曲。4人はポケットに収ま
るほどのクライネソプラニーノや2メートル以上もある
コントラバスなど29本のリコーダーを駆使し、アンサン
ブルの妙を見事に演出しています。�
　発売元はナミ・レコード。2835円。�

　敦賀明子といえば今、ニューヨークで最も注目を
集めるオルガン･ジャズプレイヤーの１人。その敦賀さ
んが憧れの歴史的ドラマー、ジミー･コブ氏をゲストに
迎え、４枚目のアルバムを実現させました。�
　｢星に願いを｣｢今宵の君は｣｢イージー･ウォーカー｣
など11曲を収録。ビバップ時代の作品を中心に選曲
は心憎いほどバラエティーに富んでいます。そして
何よりうれしいのは79歳とは思えないジミー･コブ氏
のスウインギンなドラミングと、ブルージーなオルガンと
のアンサンブル。｢ハモンドオルガンの真髄であるフィ
ーリングを大切に１曲、１曲を丁寧に仕上げました｣と
敦賀さん。�
　日米同時発売で、本場アメリカのジャズ評論家も
一目置く１枚。�
　発売元は「Mojo」。２９４０円。�

　阪神タイガースに球団公認の新猛
虎応援歌がお目見えしました。オペラ
歌手・星野隆子さんがベートーヴェン
などの名曲を自らが歌う本格的なクラ
シック応援歌。真弓新監督率いる新
生タイガースにとっては頼もしい「助っ人」
です。�
　タイトルは「ベートーヴェンとヴェル
ディで歌う阪神タイガース新応援歌」。
｢第九｣の第４楽章｢歓喜の歌｣をアレ
ンジした｢酔・虎・楽･章｣とヴェルディの
オペラ｢アイーダ｣の第一幕をベースに
した｢勝ちて帰れ！｣の２曲。�
♪ ちゃっちゃと勝っといで ちゃっち
ゃと！�
こだます声援に はばたけタイガース
…�

　勇ましくもユーモラスな歌詞に、サク
ソフォーンなどのジャズ風味が加わる
異色の応援歌。�
　「はじめは『六甲おろし』を収録した
い、という思いから始まりました。球団
に相談したところ、版権の問題がからみ、
他の曲と抱き合わせなら、ということに。

それで出来上がったのがこの新応援歌」と星野さん。
メンバーの受けもよく、最終的にはこの２曲だけの収録
になったそうです。�
　ＣＤ発売後は毎日放送のラジオ「ありがとう浜村淳
です」に出演し、阪神ファンの間でも一躍話題に。10月、
ホテルプラザオーサカで行われた「ＣＤお披露目コン
サート」には熱烈なタイガースファンが大勢詰め掛け、
盛況だったそうです。�
　独走態勢の後、チームに陰りが見え、最後は巨人に
優勝を奪われた昨年のタイガース。今シーズンは新応
援歌を背に「Ｖ奪還･悲願の日本一」を目指します。�
　発売元は、おぺら読本出版（http://sound.jp/operapec�
/）で１６８０円。全国のディスクピア（上新）、ＨＭＶ、タワ
ーレコード、ヤマハ、猛虎通販、インターネット上でも取り
扱っています。�

　　　　�

　八田惇教授の翻訳・校閲によるＦ.ショパン作曲

「ノクターン第1集」コルトー版の日本語編が、12月

15日全音楽譜出版社から刊行されました。菊倍

判74ページで、定価は2500円＋税。ノクターンとい

う言葉を最初に使ったのはアイルランド生まれの

ジョン・フィールドで、ピアニスト兼作曲家でした。

彼はこの形式で20曲の作品を残しています。ショ

パンはフィールドのノクターンから感銘を受けて、こ

の形式で21曲（生前刊行されたのは18曲）作曲

しました。ショパンの作品からはフィールドのように

一面的でなく、多様性が感じられ、表現法も高い

域で情熱と劇的息吹、そして壮大さが加味され

ています。第1集には作品9、作品15、作品27、作

品32の10曲が収められています。そしてこの版

の特徴であるコルトーの作品解釈や練習方法な

ども詳細に書かれています。�

Super Recorder Quartet vol.1
スーパーリコーダーカルテット�

藤田　　教授主宰�

ニューヨーク･シティ･セレナーデ�
敦賀明子さん�
（88年短大卒･ピアノ）�

�

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
で�

　
歌
う
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
新
応
援
歌�

星
野
隆
子
さ
ん�

（
８７
年
院
修
・
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）�

八田惇教授翻訳� コルトー版「ノクターン第1集」�
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幸楽会のホームページ　http://www.kougakukai.net/�
Ｅ－mailアドレス　kougaku@daion.ac.jp�
�

　
本
学
の
北
浦
洋
子
講
師
は
１１
月
２０
日
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
の
首
都
ソ
フ
ィ
ア
で
催
さ

れ
た
国
立
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
定
期
演
奏
会
で
ゲ

ス
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
ミ

ス
ト
レ
ス
を
務
め
、
０９

年
に
生
誕
１
０
０
年
と

な
る
貴
志
康
一
作
品
な

ど
を
演
奏
＝
写
真
左
か

ら
５
人
目
＝
し
、
聴
衆

か
ら
大
き
な
拍
手
を
受

け
ま
し
た
。�

　
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル

は
同
国
最
高
レ
ベ
ル
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
、
８０

年
の
伝
統
を
誇
り
、
合

唱
団
を
含
め
１
２
０
人

の
団
員
で
構
成
。
国
立

ブ
ル
ガ
リ
ア
ホ
ー
ル
（
１

２
０
０
席
）
を
拠
点
に

シ
ー
ズ
ン
（
９
月
後
半
か
ら
６
月
末
）

の
毎
週
木
曜
日
に
定
期
演
奏
し
て
い
ま

す
。�

　
今
回
の
演
奏
会
は
「
ブ
ル
ガ
リ
ア
日

本
文
化
月
間
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る

も
の
で
、
北
浦
講
師
は
平
成
２０
年
度
在

外
研
修
員
特
別
派
遣
で
９
月
か
ら
の
渡

英
中
に
同
国
か
ら
招
か
れ
ま
し
た
。
演

奏
し
た
一
つ
は
貴
志
の
「
道
頓
堀
」
で
、

大
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の
「
日

本
組
曲
」
の
全
６
曲
の
う
ち
３

番
目
の
曲
。
も
う
一
つ
は
「
祭

り
」
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
組
曲
「
日

本
ス
ケ
ッ
チ
」
の
４
曲
目
で
、

指
揮
は
守
山
俊
吾
常
任
客
員
指

揮
者
（
６５
年
短
大
卒
・
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
）
。�

　
ソ
フ
ィ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
協
会
会
長
の
Ｐ
・
シ
ョ

ポ
フ
博
士
は
「
２
作
品
を
含
む

う
れ
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
率
い
た
優
秀
な

ゲ
ス
ト
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の

北
浦
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
で
す
。

彼
女
は
日
本
と
、
ド
イ
ツ
、
イ

タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
な
ど
で
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
ま
し
た
。
有
名
な

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の
ほ
と
ん
ど
を

レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
持
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
、
将
来
、
彼
女
が
ソ
フ
ィ
ア
・

フ
ィ
ル
の
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
演
奏
し
て

く
れ
れ
ば
た
い
へ
ん
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。�

�� 

第
３５
回
幸
楽
会
岐
阜
支
部
推
薦
演
奏

会
は
１
月
１１
日
正
午
か
ら
ド
リ
ー
ム
シ

ア
タ
ー
岐
阜
７
Ｆ
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
審

査
の
結
果
、
金
賞
に
野
田
知
美
さ
ん
（
高

２
）
、
銀
賞
に
古
川
拓
弥
さ
ん
（
小
６
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
広
く
会
員
か
ら
推
薦
を
募
り
、

２２
人
が
声
楽
と
ピ
ア
ノ
を
披
露
し
ま
し

た
。
演
奏
終
了
後
、
審
査
委
員
長
で
本

学
講
師
の
伊
藤
勝
先
生
に
よ
る
ワ
ン
ポ

イ
ン
ト
レ
ッ
ス

ン
を
全
員
に
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
と
て
も

ユ
ー
モ
ア
に
溢

れ
た
レ
ッ
ス
ン

に
出
演
者
も
す

っ
か
り
緊
張
が

解
か
れ
、
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス

に
心
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
金
賞
、
銀
賞
の
受

賞
者
に
記
念
の
楯
と
賞
状

が
伊
藤
先
生
か
ら
渡
さ
れ

ま
し
た=

写
真
。�

　
な
お
、
野
田
さ
ん
は
、

幸
楽
会
本
部
主
催
の
推
薦

演
奏
会
に
支
部
推
薦
と
し

て
出
演
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。�

服
部
　
み
す
ず
記�

コンサートミストレスを務めた北浦洋子講師�

貴
志
康
一
生
誕
百
年
迎
え�

ブ
ル
ガ
リ
ア
で
記
念
演
奏�

岐
阜
支
部
推
薦
演
奏
会�

金
賞
に
野
田
知
美
さ
ん�

石若雅弥作品展２００９～ソプラノ田中惠津子とともに�
３月１日（日）１４時　サンスクエア堺ホール�
前売２５００円（学生１０００円）当日３０００円（学生１５００円）�
作曲・ピアノ 石若雅弥 ソプラノ 田中惠津子 チェロ 大町剛�
1０７２-２４１-９０７４　田中�
田中郷子ソプラノリサイタル～スペイン＆アルゼンチン�
３月１日（日）１６時  アマックホール  入場料３０００円�
ソプラノ 田中郷子 ピアノ 金澤佳代子 ギター 増井一友�
1０７９７-３１-６９８８　アコルデコンサートオフィス�
Playford １/１０ 英国・幻想世界の舞曲�
３月４日（水）１９時　ザ・フェニックス・ホール�
前売２５００円（当日３０００円）学生１０００円（前売＆当日）�
横山知彦　中西歩　吉竹百合子�
1０９０-７４２０-７３７１　アンサンブル・トリーヌ�
サクソフォーン　ユーフォニウム　コンサート�
プーランクに寄せて～生誕１１０周年�
３月８日（日）１５時　フィガロホール�
前売一般２０００円 当日２５００円 高校生以下５００円引�
西田歩美　川原三樹夫　岡部桂永子�
1０９０-９０９３-４５７３　西田�
ブリランテコンサート�
３月１８日（水）１８時３０分　入場料５００円�
大阪音楽大学ミレニアムホール�
端山梨奈  中野綾  白石優子  掛戸有美  大
久保泰子　伊野波幸　幾瀧敦子　吉田衣里�
（問）brillante_g_c@yahoo.co.jp�

スペインへの想い　クラシック音楽とフラメンコ�
３月２４日（火）１９時　入場料３０００円�
兵庫県立芸術文化センター 小ホール�
フラメンコ舞踊 東仲一矩 ギター 國光秀郎 ピアノ 西奈
央子 加藤哲子 ソプラノ 田中郷子 フルート 金川知子�
1０７８-８４３-６３８２　アコルデコンサートオフィス�

山本裕之テノール・リサイタル�
３月２９日（日）１５時　神戸新聞松方ホール�
前売３５００円（学生２０００円）当日４０００円（学生２５００円）�
1０７８-８０５-６３５１　神戸コンサート協会�

西村紀子の“春を呼ぶコンサート＆お食事会”�
３月３１日（火）１３時　芦屋モノリス�
一般１２０００円　後援会会員１０８００円�
1０９０-６３２３-９８４１　プリマヴェーラ�

大阪音楽大学後援演奏会�
�

ディートリヒ・ヘンシェル　バリトンリサイタル�
４月５日（日）１５時　イシハラホール�
一般７０００円　学生５０００円�
ディートリヒ・ヘンシェル　ピアノ　岡原慎也�
シューベルト　ゲーテの詩による歌曲�
マーラー：少年の不思議な角笛�
1０７９７-８４-５９５２　ラプト・サウンド�

岩本敏子メゾ・ソプラノリサイタル�
４月９日（木）１９時　３５００円�
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール�
ピアノ　浅井康子�
春に歌う中田喜直・山田耕筰の世界�
1０６-６４４５-５１０５　関西二期会�

シュトイデ・カルテット＋岡原慎也�
４月２０日（月）１９時　神戸松方ホール�
一般５０００円　友の会４０００円�
シュトイデ弦楽四重奏団　ピアノ　岡原慎也�
ハイドン：弦楽四重奏　第７８番�
ドホナーニ：ピアノ五重奏曲　第１番　ほか�
1０７８-３６２-７１１１　神戸松方ホール�

芹澤文美ピアノリサイタル�
５月１５日（金）１９時　イシハラホール�
前売３０００円　当日３５００円�
ラフマニノフ：楽興の時�
リスト：バラード　第２番　ほか�
1０７９７-８４-５９５２　ラプト・サウンド�

《幸楽会》後援演奏会�
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�

　付属音楽幼稚園の「第２８回こどものミュージカル」
が１２月７日、豊中市立市民会館で行われました。今
年のプログラムはヨーロッパに伝わる民話｢長靴をは
いたネコ｣をもとにした｢かしこいネコの物語｣。１９６
人の園児たちは大阪音楽大学アンサンブルの演奏
で２５曲を熱演、熱唱。わが子の晴れ舞台にお父さん、
お母さんたちから大きな拍手が送られました。�

 人間の声だけで形作
る純粋で力強いハーモ
ニーが、敬虔な祈りとな
って立ち昇るＦ.プーラン
クの「クリスマスのため
の４つのモテット」。はず
むようなヴォイスパーカッ
ションに、結婚行進曲が
ちらりとのぞくアレンジが
幸せ気分をふりまく中村
八大の「おさななじみ」。
演奏は里井宏次教授

が率いるア・カペラの合唱団、ザ・タロー・シンガー
ズです。ナビゲーターの日下部吉彦さんが里井教
授と対談し、合唱団誕生のいきさつなどを紹介。
本学卒業生を集めて結成され、ノン・ビブラートの
バロック唱法をベースに演奏活動をしてきましたが、
最近は新たなレパートリーを開拓中とのこと。「き
よしこの夜」などクリスマスの歌をたっぷり客席に
プレゼントしました。�

　
ピ
ア
ノ
＆
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ユ
ニ
ッ
ト「B

IG
 

B
E
L
L

」
の
鈴
木
貴
雄
さ
ん（
９７
年
大
専

修
・
声
楽
）と
西
原
大
介
さ
ん（
同
大
卒
・

声
楽
）が
１２
月
２３
日
、
ザ
・
カ
レ
ッ
ジ
・

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
た
冬
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
「
イ
ブ
イ
ブ
コ
ン
サ

ー
ト
〜
卒
業
生
か
ら
の
ク
リ
ス
マ
ス
プ

レ
ゼ
ン
ト
〜
」
に
出
演
。
受
験
生
た
ち

に
自
分
た
ち
の
体
験
を
織
り
交
ぜ
本
学

の
魅
力
を
語
り
、
「
ひ
か
り
の
か
け
ら
」

や
「
命
を
あ
り
が
と
う
」
な
ど
を
演
奏

し
ま
し
た
。�

　
２
人
は
９４
年
に
学
内
で
知
り
合
い
、

音
楽
祭
や
ラ
イ
ヴ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活

躍
。
卒
業
後
、
鈴
木
さ
ん
は
高
校
の
音

楽
教
諭
、
西
原
さ
ん
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放

送
局
に
就
職
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
音

楽
家
へ
の
夢
を
捨
て
き
れ
ず
上
京
。
０１

年
にB

IG
 
B
E
L
L

を
結
成
し
、
２
台
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
弾
き
合
い
、
歌
い

合
う
と
い
う
他
に
は
な
い
ス
タ
イ
ル
を

確
立
し
ま
し
た
。�

　
注
目
さ
れ
た
の
は
０２
年
４
月
か
ら
テ

レ
ビ
朝
日
系
列
で
始
ま
っ
た
「
旅
の
香

り
　
時
の
遊
び
」
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
テ

ー
マ
曲
「
藍
」
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ

曲
「
ひ
か
り
の
か
け
ら
」
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
０８
年
１
月
に
は
「
旅
の
香
り

〜
四
季
の
名
宿
め
ぐ
り
〜
」
の
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
「
風
の
色
」
で
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ

ュ
ー
。
「
セ
レ
ブ
な
奥
様
に
大
人
気
」

と
言
わ
れ
、
０８
年
１
月
３１
日
に
黒
柳
徹

子
さ
ん
の
「
徹
子
の
部
屋
」
に
も
出
演

し
ま
し
た
。�

１２月１３日ミレニアムホール�１２月１３日ミレニアムホール�

「タロー」のX’マスプレゼント�

ミレニアムホール特別講座�
講師  里井 宏次�

第
２８
回
こ
ど
も
の�

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル�

ノン・ビブラートで敬虔な祈り�

受
験
生
に
体
験
織
り
交
ぜ
熱
演�

オペラハウスで「BIG BELL」�
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